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１」の働きを抑える抗体を投与すると、３日後の生存率は投与しないマウスに比べて大幅に上昇した。今の人間への応用が期待されている。
渋谷教授は「死亡率が
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学園祭中、人間
系学系棟前に留学生の模擬店が並ぶ。フォーやドイツ風ソー セー ジ……。エスニック
な雰囲気の一角で、ふと学生宿舎時代のある出来事を思い出した▼同じ階に住んでいたバングラディッシュからの留学生ことだ。ほとんど話す機会は無かったが、冬 ある日、共同調理室でカレーを作る彼と出会った。においにつられ、思わず声をかけた。 「一口いただけませんか」▼食べた後、彼の話を聞いた。日本に憧れ来日したこと。だが日本人学生と交流が無いこと。帰国 日は近いという。 「もっと 本の学生 話したかったな」 。彼の言葉が胸に残る▼昨年度の本学の学生実態調査には「日本人学生のグループには留学生が入れない雰囲気がある」など 意見が寄せられた。私達は留学生と間に知らぬ間に「壁」を作ってい のではな か▼一方、留学生側は うか。学内で留学生グループをよく見る。母国語話す様子は楽しげだが、その中に日本人学生がるケースは少ない。彼らも無意識に「壁」を作っているのだろうか▼ 学の留学生総数は５月１時点で１６８１人。留学生を受け入れ だけでなく、日本人学生と留学生それぞれの持ち味が、カレーの香辛料のようにうまくブレンドされるのが理想だ。 ためにまずは声をかけ、 壁を壊そう。きっかけは何でもいい。
細菌感染が原因で発症
する敗血症について、発症をコントロールするたんぱく質を発見したと、渋谷彰教授（医学医療系）らの研究チームが７月に公表した。死亡率 非常 高く、世界中で年間１００万人以上が死亡する敗血症の予防と治療につながる成果として注目されている。
白血球は免疫細胞（肥
満細胞） によって集められ、細菌を死滅させるが、研究チームは免疫細胞の表面にあるたんぱく質「ＭＡＩＲ―１」に注目。このたんぱく質が、逆に免疫 の働きを抑制す 性質があることを、マウスを用いた実験によって突き止めた。
同チームによると、腹
膜炎による敗血症を発症させたマウスに「ＭＡＩＲ―
敗血症の発症制御たんぱく質を発見渋谷彰教授ら研究チーム
　「世界で３番目と４番目では全然違う。再度メダル
の結果について語る。　
鈴木さんは中高とハンド
に挑戦したい」と鈴木さんはロンドンパラリンピック
義足のアスリート
鈴木徹 さん
選手と指導者２つの面
　
第
38回筑波大学学園祭
（雙峰祭）が、
10月６─
８日の３日間で開催された。　
６、 ７日はあいにくの
雨。雨天時は屋外の多くの模擬店が運営中止を余儀なくされた。野外ステージで 企画は、一部時間や場所を変えての実施となった。最終日の８日は一転して晴天に恵まれ、３日 で約３万人の来場者が訪れた。　
多くの模擬店がペデス
トリアンデッキを中心に軒を連ねた。全国各地の名物を出店する県人会や、留学生が世界各地の料理を振る舞う留学生名店街には普段は味わえない料理が並び、訪れた来場者が長蛇の列 作った。　
今年のテーマは「筑波
協奏」 。 「筑波」という土地に関わる全ての人々
実用化に向け実証実験
油を生む藻類
耕作放棄地を有効活用
予防・治療への応用に期
待
ボール部に所属。体育専門学群に推薦入試で合格するなど、将来を嘱
しょく
望された。
しかし高校の卒業式の１週間前、自動車運転中に大きな事故を起こした。車体とガードレールにはさまれ、右足から骨が飛び出た。治療もむなしく、卒業式の翌日に右足を失った。　
当時を振り返り、鈴木さ
んは「それほどショックには感じなかった」と話す。 「右足を失ったのに大学からは入学を取り消されなかった 大学の先輩からは『いつ来るんだ』と連絡があった。競技者として戻る道しかな と思った」
　
　
また、ハンドボールをも
う１度するためにリハビリを始めた。陸上もその一環だったが、着々と実力を付け、わずか３カ月でシドニーパラリンピックの走り
が、和音を奏でるように雙峰祭で魅力を発信してほしい、という願いが込められている。そのテーマにふさわしく 笑い声
　
約３万人が来場
雨天にも関わらず大盛況
2012
学園祭
　
渡邉信教授（生環系）に
よる農地を利用した藻類バイオマスエネルギー実用化に関わる実証実験が、
10月
からつくば市栗原地区の農地で開始された。同プロジェクトは、昨年
12月に国
から認可を受けた「つくば
　
本学と茨城県行方市は、10月３日、 「農業・食と健
康の共同研究に関する連携協定」を締結した。同市は
「健康」をテーマに生命環境系と協力し、市内で生産する野菜でジュースを作るなど、地域活性化事業を進
める。　
行方市は
60〜
70品目の野
菜を作る全国有数の農業地域で、人口の約
40％が農業
に従事してい 。だが高齢者の割合が高く、医療費がかさむなどの問題も抱える。このため、今回の協定
国際戦略総合特区」の取り組みの一環。同特区制度では規制緩和や税の控除を通じて、科学分野の先導的取り組みを推進している。　
渡邉教授は、太陽光や水
中の有機物から油を生み出す藻類を研究し いる。藻類はトウモロコシなど他の
が、歓声が、学園祭というステージで美しいハーモニーを奏でた３日間となった。
（関連記事は９・
10・
11面）
高跳びに出場。 「運よく行けてしまった大会。まだ早かったと思う」と語る。　
アテネ、北京パラリン
ピックも走り 跳びで出場し、メダルを狙ったが届かなかった。けがをしていた左ひざを手術し、万全の状態で臨んだロンドンパラリンピックも４位に終わった。 「４度出場を取れなかった。リオパラリンピックではメダル 取りたい」と語る。　
ハンドボールの指導者と
しても活躍する。２００９年に知人の誘 で駿河台大学男子ハンドボール部監督に就任し、今年
10月
14日に
２部昇格を決めた。 「２部で２位以内に入れば１部昇格、 インカレ出場が狙える。達成して、筑波大と対戦したい」 と話す。
（二宮健太＝
社会学類）
バイオマスエネルギーに比べ、栽培面積あたりの油の生産量が非常に多い。また培養に生活・産業排水を利用するため 環境にも配慮した新たなエネルギー資源として期待されている。　
実証実験では、藻類を大
量に培養 、収穫し ものを濃縮。不純物を取り除いた後、油が抽出される。　
水田は水を利用しやす
く、 ある程度の広さもあり、藻類培養にとって理想的な環境。耕作放棄地を用いるため土地を有効活用できるうえ、水田をそのまま利用するため、食物栽 への転
用も容易だ。しかし実験では油を取り出すために、収穫した大量の藻類を濃縮する施設を水田に併設 る必要があり、これが現在の農地法に抵触 ていた。この問題が特区制度の特例措置によって解決され 今回の農地での実証実験開始となった。　
実験が成功すれば、３年
後には、利用農地を現在の２㌶から３００㌶まで広げる予定。渡邉教授は「将来的には日本各地の耕作放棄地を利用し、藻類から生まれた油を社会のために役立てたい」と語った。
　
２０１２ロンドンパラリンピックが８月
29日から９月９日まで開かれ、競泳女子
１００㍍背泳ぎの秋山里奈さん（平成
17年度附属盲学校高等部卒）が金メダルを獲
得するなど、本学関係者が活躍した。本紙では、本学の現役生・卒業生、鈴木徹さん（平成
15年度体育専門学群卒）＝走り高跳び、４×１００㍍リレーで４位に入賞
▼山田拓朗さん（体専３年）＝競泳男子
50㍍自由形で４位に入賞＝の２人にインタ
ビューした。山田さんは開会式で旗手の木村敬一さん（平成
20年度附属視覚特別支
援学校卒）のサポート役も務めた。
（
12面「Ｗｈо ‘ｓ
　
Ｗｈо」に山田さんの記事）
数％下がるだけでも数万人の命が救える。これからも研究を続けて患者さん １人でも多く救いたい」と今後の抱負を語った。
では本学と「農業・食」のほか、 「運動」 、 「休息」などのテーマで共同研究を実施。地元の野菜や加工品づくりの付加価値を高める一方で、本学 医学医療系も協力して健康づくりと観光の融合事業を整備し、観光客に 利用を呼びかける「ヘルスケアツーリズム」の推進も視野に入れている。　
同市はこれまで、農林水
産業（第一次産業）の従事者が、加工（第二次産業）や流通・販売 三次産業）
も行う、いわゆる「六次産業」化の推進に取り組んできた。行方市秘書広聴グループの森作保繁係長は、「行方市では農業と健康を合わせた事業 実現を検討していたが、 （今後は）筑波大学の技術を活用し、市民の健康を増進させ、六次産業の推進も進めていい」と話している。当面３年間連携協定を続け、その後双方から協定の改廃の申し入れがない場合は１年ごとに更新される。
行なめがた
方市との連携事業
本学技術で農業振興
後夜祭でパフォーマンスを魅せる応援部ＷＩＮＳ
ロンドンパラリンピック
本学関係者活躍する
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文部科学省が実施する
「グローバル人材育成推進事業（特色型） 」に本学が申請していた「ローカル最適なグローバル人材育成：
 
地域研究イノベーション学位プログラム」 が９月
24日、
承認された。　「グローバル人材育成推進事業」は、グローバル化を目的とした体制整備を推進する大学に対して、最大５年間の財政支援を行うものだ。日本人学生が世界で活躍するため 力を養うことを目的としてい 。対象は全国の国公私立大学で、今回採択されたのは
42校。
本学が申請していた同
プログラムは学士課程 修士課程を一貫した教育プログラムだ。そのため 類生でも大学院科目の履修が可能になる。同 では学士課程の３年次から留
学先を決定し、２年間その地域の言語と地域研究科目を中心に学習する。そして、修士課程入学後に協定校への留学や国際インターンシップ 行うという。
これにより高度な地域
専門性を備え、卒業後もビジネスの現場などで即戦力となるような人物を輩出す
ることを目指している。プログラムの対象となるのは人文・文化学群と社会・国際学群の学生で、各学年に
20人ほどを予定している。今回採択が決定したこ
とで最大１億２千万円の補助金が受けられ、本学の理念である 「国際性の日常化」を体現するキャンパス環境
　
常木晃教授（人文系）ら
本学の研究グループが、昨年
11月から、イラン南部ア
ルサンジャンの洞窟遺跡で「人類の起源を探ること」を目的に発掘調査を進めている。　
従来、アフリカを起源と
する現在の人類は、シナイ半島（エジプト）→ユーラシア大陸という「北回りルート」で同大陸に進出したと考えられて た。だが近年、このルートではなく、アフリカ→紅海→アラビア半島→イラン南部とい
う「南回りルート」で進出し、そこからユーラシア大陸の東西に拡散。現在の人類につながったとされる新仮説が注目されている 発掘では、こ 新仮説の検証が期待されている。　
イラン政府は長年調査を
許可していなかったが、常木教授ら本学の研究グループはイラン政府から正式許可を得ることに成功。イラン政府と共同で、アルサンジャンの中期旧石器時代の遺跡の調査 始め、これまで３回の発掘を行った。
　
新仮説の証明には７、
８万年前、 「南回りルート」で進出したグループがここで居住していたことを証明
イランでの発掘調査の様子
れた。市と本学の連携事業の一環で、田中文英准教授（シス情系）が講師を務めた。　
同校と田中准教授の研究
室をインターネット経由で
　
小中学生を対象に、ロ
ボットの遠隔操作を通じて留学生と英語で交流する授業が、９月
21日につくば市
立春日小・中学校（春日学園・つくば市春日）で行わ
　
教育学、心理学、障害科
学の第一線で活躍する研究者を招いて行われるセミナー、筑波大学人間系コロキアムが、９月
26日に総合
研究棟Ａ１１０で行われた。 主催は筑波大学人間系 ・研究戦略委員会。学際的研究の推進を目的に今年度か
常木教授ら研究チーム
することが必要で、人骨の発見が鍵。また、そこで発見される石器が、アフリカ起源の特徴を有していることも必要になってくる。　
今回の調査では、水飲み
場遺構などの高度 土木工事の跡なども検出している。
山田信博学長
山田信博学長は８月６
日に脳梗塞で倒れ、都内の病院に緊急入院した。現在、回復 向けてリハビリを行っている。
　
今年５月に竜巻の被害を
受けたつくば市北条で、９月
29日、観光案内所「北条
ふれあい館」がリニューアルオープンし 。本学の安藤邦廣教授（芸術系）が補強工事に携わったり、同地
区で活動を行っている学生団体「筑波山麓地域づくり研究会（通称チームごじゃっぺ） 」が清掃や準備を行うなどし、約５カ月ぶりに営業再開となった。　
同地区は今年５月に発生
した竜巻 より甚大な被害を受けた。商店街にあった旧案内所も全壊し、取 壊しとなった。そのため新たな観光案内所として、大正時代末期に建築され 元呉服店の「田村家店蔵」が利用されることになった。竜巻により瓦や窓ガラスが飛び散り、建物が傾くなどの被害を受けたが、安藤教授率いるプロジェクトチームの調査などにより、屋根に補修を加えれば使用できることが判明。復旧工事などを進め、
29日のオープンの
日を迎えた。　
案内所を運営する北条街
づくり振興会の会長、坂入英幸さんは「安藤教授や学
生たちの協力でふれあい館を再開できた。これから行われるイベントでは、北条の人びとの笑顔を皆さんに見せたい」と語った。　
ふれあい館は観光案内所
として、同地区の案内パフレットの配布や、地元ブランド米「北条米」など
農産物、北条米を原料に用いた「北条米スクリーム」などの物 品販売などを行って る。 開館日時は土、日、祝日の
10時～
16時。問
い合わせ＝
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北条地区では、
11月３
─４日にかけて「秋の北条市」が開催される。案内所の開放のほか、同地区の史跡や文化財をめぐる「秋の北条歴史探訪」など まざまな催しが行われる予定。
接続し、児童が研究室のロボットを遠隔操作。研究室にいる留学生と英語で対話しながら、留学生の指示に従ってロ 操作したり英語で自己紹介を たりするなど、楽しみながら英語に触れた。　
この授業を応用して、
11
月にはオーストラリアとつくば市をつないだ実験が行われる予定だ。海外にロボットを置き、国内から遠隔操作すること よって、子供たちは海外に住む人と交流できる。　
田中准教授は「子供たち
リニューアルオープンした「北条ふれあい館」
子どもの 「ウソ」 を論じ
子育てに関する質問も
ら企画され、年６回程度の開催を予定している。
２回目となる今回は、
発達心理学、認知心理学などを専門とする本学の内田伸子監事が「子どものウソは嘘か～記憶・想像 そして語りのメカニズム～」をテーマに講義を行った。
内外から１００人近くの参加者が来場し、会場はほぼ満席となった。時には笑い声が漏れ、講義は終始和やかな雰囲気で進んだ
同監事は、まず想像力
の発達について説明。そして、意図的で悪意のある偽りを「嘘」と表現した。一方で意図的ではない偽りを「ウソ」と表現し、子どもの「ウソ」は ではいと結論付けた。
また、幼少期のしつけ
方と子どもの学力との関係についても論じ、 「幼少期に親が子ど の主体性を大事にした関わり方をしているかが大切」と述べ、講義
を締めくくった。
質疑応答では、参加者
から、しつけや子育てなどについてさまざまな質問が飛び交った。内田監事も自身の経験などを踏 え、熱心に答えた。
講義後には総合研究棟
Ａ１０７で交流会が開かれ、参加者は内田監事と会話を楽しんだ。また、参加者同士が話し合う姿も見られた。
内田監事は「学際的研
究は学生や院生にとっても大事。この講義は市民の方々に対しても開かれているので、専門的な知識を伝えていきたい」と語った。
　「チーム『ニッポン』マルチサポート事業
　
研究開
発プロジェクト」の活動概要と経過報告の記者会見が、９月
19日に本学東京
キャンパス文京校舎で行われた。　
このプロジェクトは文部
科学省が、日本国内の競技者やコーチの要望に応え、競技力向上を支援していくことを目的に、２０１０年
に始まった。競技器具の選定やトレーニング方法などの課題を、 日本の高い分析 ・技術力を駆使し、科学的な検証に基づき研究開発を行う。報告では藤井範久教授（体育系） 、 吉田孝久研究員、宮川俊平教授（体育系）久木留毅専修大学准教授が、自身の研究を発表した。
宮川教授は、選手の体
調管理に役立つと期待され
る、分泌型グロブリンＡいうタンパク質を測定するための簡易検出 キット開発した。このタンパク質はだ液に含まれており、病原体が粘膜に侵入するのを防ぐ役割を持つ。この濃度が下がると風邪 かかりやすくなり、選手のコンディション低下につながる。キットを用いると だ液をその場で採取す ことで、従来では１日かかっていた測定が
15分程度で完了
するため 即時的なフィードバックが可能となった。また、選手の疲労 客観的
科学的に研究開発を行う
イランで発掘調査を開始
の構築に期待が高まっている。
今までは就職活動や卒
業時期に遅れが出ることを懸念し、留学や修士課程入学に積極的ではない学生もいたが、このプログラムでは５年間での早期修了も視野に入れており、従来の生の懸念が解消されることも期待されて る。なお、期生の選抜 来 度末か行うという。競技力の向上を支援チーム「ニッポン」マルチサポート事業
人類拡散ルートの解明へ
筑波大学人間系コロキアム
本学教授や学生団体も協力
大正時代の店蔵を補修し案内所に
順調な回復見せる
ＭＣ展筑誕
元本学講師
 大島美穂さん講演
観光案内所「北条ふれあい館」
　
人間総合科学研究科博士前期課程芸術専攻で洋画・
日本画・版画を学ぶ学生による作品展「ＭＣ展」が、
12月６（木）―
11日（火）に茨城県つくば美術館（つ
くば市吾妻）で開催される。　
入場は無料。開催時間は９時
30分から
17時まで（最
終日は
14時） 。お問い合わせは茨城県つくば美術館＝
０２９ー８５６―３７１１
　
　
２０１３年に本学が開学
40周年を迎えることを受
け、筑波大学
40周年記念プレイベント、 「筑誕（つく
たん） 」が
11月３日（土） 、ＴＨＫ筑波放送協会と本学
の共催で開催される。　
学内サークルによるパフォーマンスや、ＴＨＫによ
る企画「学内の『すごい人』紹介企画」が行われる。入場は無料。
14時開演、会場は大学会館講堂。問い合
わせ＝
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元本学講師の大島美穂さん（現在津田塾大学学芸
部国際関係学科教授）の講演が
11月
25日（日）にホテ
ルグランド東雲（つくば市小野崎）で行われる。 「北極海の油田開発と国際政治─環境、 資源、 地域」をテーマに津田塾大学同窓会茨城支部が開く公開講座。　
参加費は３００円。
13時
30分から
15時まで。参加に
は事前申込みが必要で、申込みは
11月
20日まで。申
し込み・問い合わせは津田塾大 同窓会茨城支部ＦＡＸ＝０２９７─５７─００４９、メール
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グローバル人材育成事業
国際的なキャンパス目指す
士・修士の一貫教育へ
に判断できるため、コンディションを整え、効率的な練習ができることになる。　
統括責任者の阿江通良副
学長（教育担当）は、 「現場の要望に応じた開発を行い、今後も 選手の）パフォーマンス向上に貢献していきたい」と語った。
がロボットを通して海外の空気に触れることで、英語は楽しいということも知ってもらえればう しい。ゆくゆく 子供たちが実際に海外に足を運んでくれれば」と話した。
海外での遠隔操作実験も予定ロボット で英語に親しむ春日学園との連携授業
筑 波 大 学 新 聞  第303 号（3） 2012 年（平成 24 年）10 月 22 日（月）ミニ特集
図書館を支える「裏方」
大きく関わる。カビが生えにくい、 温度
20度前後、
湿度
55％前後に書庫内
を保ち、中に虫が入らないように注意することで資料の劣化を防いでいる。しかし設備が古いため、急な停電で空調が止ま こともばしばあり、苦労は絶えない。５月に起きた竜巻による全学停電のときも空調が止まっが、貴重書庫は外気の影響を受けにくい場所にあり、資料は無事だったという。
　私たち利用者はカウン
ターで対応する職員と関わることが多いが、それ以外にもたくさんの職員が図書館の運営に携わっている。その中で 、 古典資料担当、選書担当、電子図書館担当それぞれ 仕事の様子をのぞいてみた。
　
選書を担当している高島
恵美子さん（情報管理課）は図書館に新しく並ぶ図書を選ぶという、 学生の学習・
ラーニング・アドバイザーを務めている佐藤良太さん
　
昨年９月から
中央図書館本館２階に設けられた学習支援スペース「ラーニング・ クエア」 。レポートや論文の書き方に関する図書を集めた書棚や、学生の成果展示など行う企画展示スペースなどがある。大学院生がパソコンの使い方や論文検索の方法など、さま
　
本学は１９９２年、国
立大学図書館として初めて図書館ボランティアの導入を決定。
95年に「筑
波大学附属図書館ボランティア」が発足した。その活動につい 、発足時から
17年間活動に携わる
大森久美子さんに話 聞いた。　
ボランティアの主な活
動は▽図書館の利用案内▽書架の整理▽視覚障害のある利用者への対面朗読……。本の場所が分らない利用者と一緒に本を探しに行くなど、きめ細かなサービスを提供できるのがボランティアの特徴。 「気軽に聞けると
選書担当
電子図書館担当 古典資料担当
国では緑色だという留学生がいた。 「折り紙を教えながら、自分も文化の違 を教えてもらうことができる」と大森さん 折り紙やちりめん細工の作品 ボランティアカウンターなどに華を添えている。　
司書の資格を活かしたい
と思い、ボランティアの活動を始めた。 大森さんは 「好きな本に囲まれて活動できる環境は ても恵まれている」と話す。　
図書館での活動以外に
も、毎年「自主研修旅行」として各地の図書館を巡ったり、そこで活動するボランティアとの交流をしたりと、 精力的に活動する。 「利用サービス向上のため、そして自らのスキルアップのため、皆で楽しみながら動しています」と大森さんは語る。豊富な知識と経験を持つボランティアの人たちに、気軽に話を聞いてみてはいかがだろうか。
　
古典資料の管理に携わっ
ている山中真代さん（情報管理課）に話を聞 た。　
本学の図書館には、所蔵
されている中で最も古い、奈良時代の「大
だいちどろん
智度論」を
始め、貴重書が約９０００冊、和装古書が約
17万冊あ
る。その古典資料の整備・保存、電子化 展示企画の運営を行うのが 担当の仕事だ　
古典資料を保存するため
には、書庫の管理・運用が 　
普段何気なく使っている附属図書館。そこで受けられるサービスは主に、職員、
ボランティア、大学院生の手によって提供されている。彼らは普段どんな仕事をしているのだろう。図書館のサービスを支える人たちを紹介する。
（中島佳奈＝人文
学類、原啓一郎、平嶋健人＝社会学類、倉沢美紀＝国際総合学類）
いう声もいただきます」と大森さんは嬉しそうに話す。　
その他にも外国語の堪能
なボランティアによる図書館の利用案内や、留学生を対象とした日本文化の紹介など活動は幅広い 職員で
は行えない、外国人や障害者向けのサービスは利用者から好評だ。　
大森さんは日本文化紹介
の一環として折り紙講習会も行う。以前行った講習会でうさぎを折った際は、日本では目が赤いが、自分の（リスク３年）に話を聞いた。　
デスクを訪れる利用者の
質問は、文献検索の方法や図書館の使い方、レポートの書き方や進路相談など多岐に渡る。また すぐそばに全学計算機システムのパソコンが置かれているめ、パソコン 使い に関する質問も多い。　
佐藤さんは「進路やレ
ポートの書き方 関しての質問は、自分自身の経験を元に学生にアドバイスできる」と話す。学生サポートデスクは
17時以降も対応し
ているため、長時間 利用者の活動が支援できるようになった。　
佐藤さんがこの仕事を始
めたのは半年前 図書館の
魅力を裏側からも見たい、図書館 もっと深く知りたいと思ったことが仕事を始めるきっかけだった。 「デスクに来た学生の疑問を一緒に考えていた時に、彼らの役に立って るんだと実感する。 （学生たちの） ホッとした表情を見ているときに、この仕事をや てよかったと感じる」と佐藤さん。留学生が訪れることもあり、 「英語は苦手だけれど、何と 対応 て、彼らの不安を解消している」とのことだ。　
ラーニング・アドバイ
ザーは佐藤さんを合わせて６人。それぞれの専門分野は理系から文系まで幅広く、誰もが学生からの声待っている。
　
電子図書館と聞くと昨今
話題の電子書籍を連想してしまうが、電子書籍の提供が業務ではない。　
電子図書館業務を担当す
る平田完さん （情報管理課）によると、担当職員 主な仕事はウェブページ「筑波大学電子図書館システムＴＵＬＩＰＳ」の管理や、館内のパソコンの整備などだ。ネット環境 備が多いが、 「文系の人間（自分）
がパソコンを扱う理系の仕事を、苦労しながらやっている感じ」だという。　
ウェブ関連の仕事以外に
も、本学の博士論文や貴重書を電子化するという業務がある。貴重書 電子化は外部の業者に委託しているが、博士論文の電子化はほぼ手作業。論文 １枚１枚スキャナーで読み取っていく根気のいる作業だ。 「う
ざまな学習相談に対応する「学生サポートデスク」で
研究にも大きく影響する仕事をしている。　
選書担当の職員は、新
刊学術図書の選書を主に行なっている。人文科学、社会科学、自然科学など各分野ごとに班分けをし、ぞれぞれで購入する図書を決める。基準は「１年以内に出版された図書で、学生の学習・研究に役立つもの」 。各班で出版情報が載っているカタログや書店からもらうチラシを見て、購入図書を決める。本を全て読むことはできないため、著者や出版社、目次前書き、後書きなどを見て判断する。判断に困ったときは本学の教授に意 を聞いたり、他大学の購入状況を参考にすることもあるという。　
選んだ図書が使われるの
か、必要な図書を見落としているのではないかという不安を抱えることもあ という。 「専門家で ので、悩みだしたらきりがない。効率良く仕事をする必要もあるため、その兼ね合いが大変」 。学生と直接関
ちの部署が一番の裏方かもしれないです」 。　
平田さんが「現代の図書
館サービスでは、ウェブサービスが止まってしまうと文献検索など図書館の重要な働きが止まってしう」と語るように、電子図書館担当は、附属図書館全体を支える、無くてはならない存在だ。　
そんな縁の下の力持ちで
ある、平田さんがやりがいを感じるのは学生に感謝されるときだという。 「 『筑波大の図書館サービスいいよね』とか『検索処理が速くなったよね』なんて言ってもらえると嬉しいですね」 。　
また、平田さんが最も望
むことは利用者が増えることだ。 「１番いいこ は学生のみなさんに気軽に図書館に来てもらって、使って
もらうこと。そのうえで建設的な意見や 望をどんどん出してほし 。みなさんの意見や要望があってこそ図書館のサービス向上につながる」 。例えば学生の要望を受け、近く、全学計算機システムのパソコンを増やす予定があ という。　
普段何気なく使っている
検索サービスにも、それを陰で支える人たちがいる。それを知ることで、図書館を見る目も変わるかも知れない。
わる機会も少なく、意見も「苦情」というかたちでしか届かないこと 苦労の一つだ。　
現在、学生のニーズに応
えるため、シラバスや授業で取り上げられる図書・参考資料の推薦を教員から受け付けるようにしている。また、本学生は附属図書館のホームページ上で、 「学生希望図書」 として図書の要望を出すことができる。全てには応えられないが、学生の意向を知り、今後の選書作業の参考にできるという。　
高島さんは学生に
対して「職員も頑張って図書を選んでいるので、ぜひ使っ
てください。学生のみなさんからの要望もお待ちしています」と話した
　
貴重書が破損していたり
して手当てが必要な場合は、専門家に依頼して補修を行う。虫穴一つひとつに紙を埋めたり、本をバラバラにして裏打ちの薄い紙を貼ったりする。 「貴重書はそれ自体が一つの情報源。外見も含め残す必要がある。補修するときには必ず元（の姿）に戻る方法で行うこ が大事」と山中さんは話す
　
だが、ただ大事にしまう
だけでなく、画像データとして利用できるよう電子化を進め、公開展示も行 。「長い歴史を持って受け継がれている資料を、次世代も利用できるように伝えていきたい」 。現在開催中の附属図書館特別展「明治時代に礼法はいかにして伝えられたか」 （
10月末まで開
催）も古典資料担当が企画したものだ。 山中さんは 「今回の特別展は親しみやすく、興味深いテーマ。ぜひ足を運んでもらいたい」と学生に呼びかける。
古い資料を次へ伝える
自分の経験を活かしサポート
きめ細かなサービスを提供
学生目線の選書を
古典資料の確認作業を行う山中さん
特別展の内容について説明する大森さん
留学生にパソコンの使い方を教える佐藤さん
大学院生 大学院生
ボランティア
附属図書館特集
図書館を支える ひと
職員
筑 波 大 学 新 聞 第303 号 （4）オピニオン2012 年（平成 24 年）10 月 22 日（月）
主体的に会話し地域活性化広い視野を養う人とのつながりで藤井郁香（工シス４年）
二宮健太
　
日中国交40周年の今
年、日中関係は尖閣諸島をめぐって危険な状
況にある。こうなった要因は、双方にある。まず、中国側の要因としては、第１に、過去
10数年の経済成長と軍事力の増
強で自信をつけ
90年代のようには日本
の資本と技術を必要としなく 。第２に、こうした歴史的な台頭のなかで、中国は南シナ海や東シナ海への海洋進出と海底資源獲得を 中国の「核心的利益」と表明するようになっ 第３に、
13億
人の中国人のうち、圧倒的大多数が、尖閣諸島が実は日本の実効支配下にあることを知らず（知らされておらず） 、彼らは１９９２年に の領海法で南シナ海、東シナ海が中国の領海と明記されとき以来、 「愛国教育」と並行して、尖閣諸島は中国のものと えられてきた。　
ただし、歴史的にみると、今中国が宣
田名辺一至（比文２年）「僕なんかの世渡り術なんて、聞きたい人はいるのか？」最初はそう思いました。私は「術」なんて呼べるもの、持ち合わせて ません。 「若いうちの苦労は買ってで しろ」とは誰の言葉だったか、大変耳に痛い一言。 私生活とは真逆で、必要ないものは買わずに、ここまで生きてきまし　そのように、基本深く
考えずに生きているお気楽、能天気で怠惰な人間ですが、それでも一つ大事にしていること、それが「幅広い世代、一人でも多くの
方々と会話をする」ことです。一方的に聞くのではなく、あくまでも会話です。キャッチボールが成り立ってこそ。お偉い先生の長時間聞くのもい ですが、自分が会話に主体的に参加できる空間を自らが作り出すことが重要だと思っています。
　　　
　
私は地元で地域活性化の
活動を行っております。最近では「町おこし」 「地域振興」などの言葉がごく一般的に使われるようになり、各地でさまざまな事例がみられるようになっ きました。ただ、ほとん事例において、活性化の要素は、２分されると考えて良いでしょう。 「外からの活性化」 「内からの活性化」
です。　「外からの活性化」は、効果を出 のはそう簡単ではないの が、実践に移しやすいという利点があります。 「内からの活性化」 は、とっかかりが難し 。そもそも地元住民が活性化している状態とはどん こ を指すのでしょう ？　私は、地域の人々と関わ
り、声を聞き、残していくことに、ヒントがある 信じています。多く 「経験」を聞き、会話すること。それが我々の知識にな し、新たな発見へとつながります。観光という面で考えても、そこに住む人々の視点はやはり 鮮であり、それを記録し 伝えていけば全く新しい観光名所が生まれるかもしれません。　
私に世渡り術があるとす
れば、地域の、普通に生活していれば話すことのないような方々との意思疎通にあるのだと思います。活動
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京都大の山中伸弥教授が
ノーベル賞を受賞し、その快挙に日本全国が歓喜に包まれたのはつい先日のことだ。だがニュースを聞いて考えたことがある。難解な科学分野の業績を伝えることの難しさだ。私は筑波大学新聞で「ＨＥＬＬＯ！先端科学」というコラムを担当した経験があるが、その
取材の際、研究者の説明を「分かりづらい」と感じることがまま、あった。専門用語が多すぎるためだ。　
山中教授はプレゼンテー
ションがうまいと聞いた。どんな素晴らし 研究でも世間に伝わらなければ、その価値は下がる。逆に、素晴らしい研究の存在や結果をわかり易く発信すれば、そこで国民の理解が得られる。博士課程への進学者数の減少など、学生 「離れ」が叫ばれる今、それを阻止す 意味でも、私たちは研究成果の発信のあり
方を考え直すべきだ。　「ＨＥＬＬＯ！先端科学」をはじめとする科学記事で、私はさまざまな教授に取材した。例え話などを上手くはさみ、分かりやすく説明する教授がいる一方で、専門用語を多用し、分かりにくい説明をする教授もいた。事前に勉強 ているとはいえ 理解するのには苦労する　無論、教授も研究をわか
りやすく説明することが本職ではない。不慣れであるのも致し方ないとも思う。だが、難解 科学をわかりやすく発信するこ は科学を支えることにもつな
がる。科研費は３年連続で減少し、文部科学省の学校基本調査報告書によると博士課程への進学者も減少傾向にある。先細りするの将来。不況が大きな原因だが、国民の科学に対する関心が薄れてい ことも一因となっていると私は考える。科学を分かりやすく伝えることは、こ ような現状を好転させることにつながるのではないか。　
もちろん、教授側にわか
りやすい説明を求めるだけでなく、記者側にも知識は必要だ。読売新聞は
10月
11
日付の朝刊１面に「ｉＰＳ心筋移植」 の見出しで、 ハー
バード大の日本人研究者らがｉＰＳ細胞を臨床応用したと報じた。 ところが、 ハーバード大は 「事実ではない」と報道を否定。読売新聞も
13日付朝刊１面で「一連の
記事は誤 」と掲載し知識がないばかりに、説明を鵜呑みにしてしまったのが誤報の原因の一つだ。科学はただでさえ正確な報道が難しい。記者側 も専門知識が求められるのは間違いない。　
幸いなことに本学の広報
室では、サイエンスコミュニケーターとして渡辺政隆教授（広報室）を昨年度より採用している。今年度からはもう１人増員する見通しだ。渡辺教授は「研究プレスリリースする際に、
　
私が「世を渡る」上で１
番大事にしていることは、人との繋がりです。
私が筑波大学に入学し
て１番嬉しかったことは、一つのキャンパスに全ての学生がいるということでた。同じ学類の は共通の興味や関心があるので気が合うことが多く、その人たちと一緒にいることが多くなってしまいます。しかし、自分とは全く違う分野に興味があり、勉強をしている人と会話をすると、自分が常識だと思っていたことが相手に通じなか た
柄、さまざまな役職、さまざまな活動をしている方々とお話をする機会があり、その経験が今の私 つくっているような気がし す。
自分の地元を、もう一
度違う視点から見てみませんか？また、せっかくこの
り、逆にそう う考えがあったのかと意外な発見があった します。また、筑波大学は留学生が多いことも特徴です。さまざまな国から来た学生と関わるこで、日本には無い文化や習慣がたくさんあり、自分の知らない世界があるこ を実感します。このように、さまざまな人と交流をすことで広い視野をもつことができ、そのこと さらに新しい人 の出会いを呼びます。人とのつながりを大切にすると、おのずとそのような機会が増えていくではないでしょうか。
インターネットが普及
し、部屋から出なくともあらゆることができるようになった今の世の中でも、ど
こかに必ず人との関わりがあります。社会に出自分の専門や興味 あることだけに従事 ることは本当に少なく、一つのプロジェクトには 必ず多分野の人々が関わることでしょう。そのようなとき 今のうちからさまざまな人が入り混じるこの筑波大学で、できるだけ広く交友関係をもち、さまざまな視点で物事を見ることができるようになっていれば、大き 助けになると思います。筑波大学は、そのような面でとても恵まれた環境です。上手く世を渡るために、残りの学生生活、少し足を伸ばして交流の幅 広げてみてはいかがでしょうか。
助けを借りる真の弱さ認め千住のり子（ＰＮ）
首藤もと子
専門用語を書き改めたり、研究のポイントをわかりやすくすることが主な仕事」と話す。山中教授は自分の業績の説明で、専門用語ほとんど使わず、説明中に笑いを取ろうとするなどプレゼンテーションが上手かったと う。専門用語を噛み砕いて伝えるサイエンスコミュニケータ は、プレゼンテーションが苦手な教授、知識に自信が無い記者の橋渡しになると思う。　
いま世間はｉＰＳ細胞一
色。科学への関心を持続させるためにも、一過性のもので終わらせてはならない。科学をわかりやすく伝え、 世間の関心をひきつけ、科学の将来を支えなければならない。
（社会学類）
私は背を曲げ頭を垂れ
る。覚えたばかりの謝辞を述べ、諦念の光る笑顔を沿えて。
数年前、私は事故で下
肢に障害を負う事となった。それまで自由にできていた事がほとんどできなくなり、大きな絶望に襲われた。将来の夢は断たれた。
それでも私は生きなけ
ればなら い。 今のご時世、決して障害者にとって生きやすくはない。私が社会の荒波を渡っ 行くにはどうすれば良いだろう。それはそれは真剣に考えた。
私には知恵がなかった。
才能だけで生きて のはどう考えても無理だった。ずるい方法を思い付くことさえできなかった。私にはもはや体力がなかった。健康であればちょっとや っと失敗してもやり直せるだろうに。大した無理もできやしない。社会を海に例えるならば、私はまるで帆もオールも失くした船み いだ。打ちひ がれて自分には重すぎ 頭を垂れた
そのとき、多くの人が
救いの手を差し伸べてくれた。 「つらいんだね」 「頑張っているね」誰もが私を認めてくれ そうか、これで良いのか。 私は気が付 た。
私は浅薄で、貧弱で、
ヒトリでは何も出来な 。それを心から認めた瞬間何もかも順調に行くようになった。 じゃ動けない分、助けを借りる方法を覚えてい 助けてくれる人の探し方 理解していった。
今の私には上手く生き
ていく自信がある。自分は何が出来なくて、誰が何に秀でているか、分かっている確信がある。懇願の作法も知っている。　
人の頭はなぜ重い？
　
私
は、下げやすいようにだと思う。自分の弱さを認め、他人の強さを認め、縋
すが
るべ
く頭を垂れたとき人は何も出来るよ になる。ふらつきながら不自然に脊柱を立てている必要はない。本当にヒトリでや べき時だけしゃんとすれば良い。私は常に強くあれる選ばれし者ではないのだから。
これからも私は頭を垂
れる。海のように酷薄な世を渡るために。荒波を逞しく泳ぐ者たちの大き 船乗せてもらう 「つくば」という地に何かの縁で来たのですから、 「つば」という地で、大学、という枠を超えて、多くの人々と「会話」をし、さまざまな交流をしてみるのも、大変興味深いことなのではない しょうか。
伝している「中国固有の領土」の根拠とされる明の時代の文書でも、実は尖閣諸島は「海防管轄範囲外」とされており、そ が中国の管轄下にあったことを示す記録はない。１４６１年に勅命により刊行された『大明一統志』でも、尖閣諸島は明の「国外」とされている。　
一方、日本側には、尖閣諸
島がどこからの異議もなく、長期間日本の管轄下にあったことを示す文書や写真等がある。日清戦争より
10年前の
１８８５年に、福岡県出身で石垣島に支店を設けていた古賀辰四朗氏が八重山の漁民と尖閣諸島を探検した後、明治政府に同諸島の開拓を申請した。政府は尖閣諸 がかつて領有された歴史がないこと確認し、周辺各国にも照会して、１８９５年に 議でそ領土編入を決定した。清朝は異議を唱えなかった。その後、最盛期には魚釣島だけでなく、久場島、南小島、北小島でも古賀村の海産物加工の仕事場があり、１９３０年代後半 石
油の入手が困難になり、この絶海の島を去るまで、尖閣諸島には日本人が生活していた。その後、敗戦後の講和条約で、日本が領有権を放棄する領域
なかに、尖閣諸島は含まれていなかった。そのうえ、中国も台湾も１９６０年代末まで、尖閣諸島の領有権を主張したことは一度もなかった。むしろ、それが沖縄県の一部であると明記した中華民国の文書や教科書 中国の『人民日報』や地図等が存在している。　
こうしてみると、尖閣諸島は
「歴史的にも、国際法上も」日本の領土という日本政府の言い分には理がある。しかし、今回のような危機を招 た責任の一端は、日本側にもある。第１に、こ 海域に石油資源があると発表された後、台湾が領有権を主張し、続いて中国 領有権を主張するようになったが、１９７０年代以降日本は尖閣領
有権をめぐり国内外に向けて、効果的な発信をほとんどしてこなかった。１９７１年以降の台湾の地図で、尖閣諸島は台湾領に書き換えられ、その後
１９９２年に中国が前述の領海法を定めたとき、日本が逐一抗議したかどうか不明である。少なくとも、国際社会に聞こえるような発信は何もしなかったと思う。外交センスの い は滅びる。日本外交には、そうした真剣な危機感が欠如してい のではないだろうか。それ以外 も日本側の要因はいつか挙げられる。　
しかし、そうした要因はさておき、
中国はすでに対日強硬路線に転じた。メディアや公教育等を駆使 「釣魚島は中国のもの」と教育宣伝する一方で、
90年代初頭から「愛国教育」が創
出した反日ナショナリズムは、今や巨大な怪物となって政府に対日強硬策を求め、中国は尖閣奪取に向けて退路断ったようである。しかし、都合の悪いことは国民に知らせず、自国の「核心的利益」や「海上生命線」を強硬追求していく体制は破綻し、滅びる。それは日本が歴史的に実証済みである。今のように中国が日本との 産、流通を分断して けば、早晩双方とも敗者になり、世界の安定と発展をも大きく損なうことになろう。破滅 至る道を回避する理性的な外交術が日中双方に求められる。
（人社系・教授）
尖閣諸島問題と愛国教育
日中双方が理性 な外交を
科学を伝え、支
（医療１年）
今月のテーマ「私の世渡り術」
ノート』とともに３部作として新潮文庫から出版されている、
20歳で自殺
したある女子大生の心の葛藤を記した日記である。学生運動がピー クを迎えようとしていたころ、自らも運動に参加し、人間関係に悩み 孤独を感じ、愛に破れ、学問の世界への憧憬と挫折を味わい、時代背景こそ違えども、おそらくは今でも学生諸君が経験している（あるいはこれから経験する）のと同じような体験や考えが記されている。本書は 私が
高校生の時に国語の教師から教わったものであるが、その頃にはすでに学生運動は影をひそめ、無気力・事なかれ主義など
と揶揄された世代だったので、時代背景は良く理解できない部分もあったのだが、当時の自分とそれほど年が違わない人間がこれほど多くのことを考え、悩み、生きていたのかという衝撃 受けたのを今でもよく覚えている。念のために言っておくが、
私は自殺を薦めているのではないし、本書のところどころに描写がある自堕落な生活や自己否定的・体制否定的な考え方
カにおける西欧植民地主義批判がテーマの一つです）を積極的に翻訳紹介することで、コンラッドという西欧人も西欧植民地主義を批判していることをアピールしていました。これは暗に日本のアジア進出を正当化するものであり、つまりは〈近代の超克〉の趣旨に沿ったものでした。こうした具体例を発掘 整理して、５章だて 著書に仕上げたのでした。
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オリエンテーリング愛好
会が企画・運営する「第
33
回筑波大学オリエンテーリング大 」が９月
30日、本
学キャンパス内で行われ、福島県など全国各地から
１９７人が参加した。同大会が本学キャンパス内で行われたのは初めて。　
オリエンテーリングはコ
ンパスと地図を手に、指定されたチェックポイントを
通過しつつ、ゴールを目指しタイムを競う競技。同大会では５Ｃ棟前や石の広場付近にチェックポイントが置かれ、参加者はキャンパス各地を駆け回った。　
ＭＡクラス（男子の部）
では栃木県鹿沼市の藤沼崇さんが、ＷＡクラス（女子の部） 横浜国立大の山本紗穏里さんが優勝した。　
新潟県から参加した男性
は「筑波大学に来たのは初めて。キャンパスが広大で驚いたが、道は整備されていて走りやすかった」と大会の感想を語った。　
また、同大会ではオリエ
ンテーリング体験会も実施され、参加者は初心者向けのコースを走りながら、オリエンテーリング ルールを学びつつ、 楽しんだ。
（関
連写真は
12面）
チェックポイントを回る参加者
全国各地から参加者集まる
　
社会人や教員との対話を
通して、本学院生の進路選択に役立ててもらうことを目的とした「院生×教員×社会人交流会」が、９月
15
日につくば市内で開催された。同イベントは、今回で３回目。染谷悟さん（平成
20年度生物学類卒） が企画 ・
運営している 元
　
私は２００６年に『帝
国日本の英文学』という著書を出版しました。これは、
19世紀末から
20世
紀半ばにかけて、 〈脱亜入欧〉と〈 （西欧）近代の超克 いうスローガンを掲げていた日本において、 「 」 （ヨーロッパ）の言語や文化を学ぶ めの制度―英文学―がどのような役割を果たしたのかを論じたものです。例えば、１９１６年、岡倉由三郎とい 人は、有名
な英語英米文学雑誌『英語青年』において、スティーヴンソンという作家の小作品の翻訳や注釈に工夫を凝らし、ヨーロッパ人と日本人は同格である、そして日本人はアジアの人々よりは格上であることをアピールしました。いわば誌上で〈脱亜入欧〉を実演したのです。また、１９４０年、 中野好夫という人は、コンラッドという作家の小説『闇の奥』 （アフリ
種類豊富な地ビールを楽しむ来場者
　
岡倉も中野も英語英米
文学の分野における偉大な先人です。偉人たち仕事と、戦争や植民地主義との関係を批判的 検討することは「言うは易く行うは難し」です。実際、１９９５年に、 『英語青年』と日露戦争との複雑な関係を調べ始めたときには（拙著第１章につながる研究です） 、一介の大学院生がこんなことをして自分の将来は大丈夫なのだろうかと真剣
に思い悩みまし しかし、プレッシャーというか不安とい ますか、そういうものに負けずに研究を続けるこ ができたのは、 「目の前 ヤバい資料がある！で それを無視することはできない！」と信じていたからです。　
現在私は、広島と長崎
に投下された原子爆弾アメリカの存在を日本の英米文学者がどのように受け止めたのかを知るた
自分と向き合いたい人のための一冊
和田 尚明
二十歳の原点
高野悦子 著
３０００人がビールを楽しむ本学生が中心となり運営つくばクラフトビアフェスト２０１２　
県内外の地ビールを集め
たイベント「つくばクラフトビアフェス ２０１２」が９月
28─
29日、つくばセ
ンター広場モニュメントプラザフォーラム（つくば市吾妻）で開かれ、２日間で３０００人以上が来 した。
30日も開催予定だった
が、台風の影響で中止となった。　
ビアフェストは本学生を
中心とする実行委員会が企画・運営したイベント。県内外から
14カ所のビール醸
造所と、市内のレストラなどが参加した。　
また、
29日にはつくば
フォーク村や きめき太鼓塾など本学団体が演奏を発表し、会場を盛り上げた。
　
人生において多くの本
に巡り合えることは幸せなことだと思う。本は自身では体験しえない経験を提供してくれる場でもある。私もさまざまな本と出合ってきたが、なかでも忘れられないほどの衝撃を受けた１冊が、この『二十歳の原点』である。　
本書は、 『二十歳の原
点序章』 『二十歳の原点
めに、いろいろな意味で「興味深い」資料を調べています。要するに、昔も今も研究態度に変化はありません。私の研究の原点は、１９９５年のあの決断だったのです。
本学キャンパス内で初開催
第 33回筑波大学オリエンテーリング大会
議の五十嵐立青氏（平成
19
年度国際政治経済修了） 、岡村直道教授 （基礎医学系）のほか、ＯＢＯＧ約
40人、
院生約
20人が参加した。
　
交流会では教員、 社会人、
院生が仕事や進路選択、研究をテーマに、プレゼンテーションを行った。五十嵐立青氏は、２０１０年にＮＰＯ法人「つくばアグリチャレンジ」を設立。同団体による、障害を持 人の雇用と農家の担い手不足の問題を解決す 「ごきげんファーム」の経営について紹介した。イベントに参加した院生は社会人、教員に対し 、さまざまな質問を積極的に投げかけた。　
染谷さんは、今回のよう
なイベントの開催を他学類、他専攻でも目指している。キャリア教育を充実させたい教員や、学生からの相談も受け付けている。連絡先：
carrip
ro
@
tsu
k
u
b
a.ac.jp
（染谷悟）
　
来場したつくば市在住の
男性は「さまざまな地域のビールが飲めて面白かった。留学生が多く来場して
いるのがつくばらしい」と感想を語った。　
次回の開催は来年５
月を予定しており、実行委員会はスタッフを募集している。詳細はホー ムペー ジ＝
http://
tsukubacraftbeerfest2012.
w
eebly.com
/
昔も今も変わらぬ信念英文学 日本の関係探る
齋藤 一
さいとう・はじめ　
修士（教育学、筑波大
学大学院、１９９５年３月） 、修士（文学、筑波大学大 院、１９９７年３月） 、博士（文学、筑波大学 院、２００５年３月） 。専門はイギリス文学（
19〜
20世紀小
説） 、英文学制度論。
を薦めているわけでもない。ただ、一人の大学生がどのように感じ、どのように行動したのかを知ることで、学生諸君に自分自身のことを考えてほしい、自分自身で考えてほしいと思ったの ある。それは 娘 日記世に晒すと う、ある意味で死人に鞭打つ行為にもなりかねない行動に出た両親の願いでもあったとどこかで読んだ記憶がある。　
著者はとにかく興味の
幅が広い。読書量は半端ではないし、音楽や詩にも精通している 何事真剣に考え、理屈を通そうと悩む。 正義感が強く、自分の信じたことは行動に移す。女性であることと当時の社会的な風潮
の狭間で葛藤する。ニヒリズムを持ち合わせ、自分の弱さを自覚し、人生という実体のない影におびえる。しかし、そういった多面性こそが、彼女自身が日記に記 ている『人間は不合理な存在である』 ことの証であり、だからこそ共感せずにいられなかったのだと思える。自らの信念と正義を貫こうとする著者の姿勢は、今の自分の生き様を形成するのに貢献していた、あるいは、似ている部分があったからこそ共鳴したのだと、今回この記事を書くに たって読み返してみて改めて感じた次第である。
（新潮文
庫
　
４５２円）（人社系
　
准教授）
初心者向け体験会も
社会人が院生にプレゼン
院生×教員×社会人交流会
進路選択についての質問も
　
つくば市内で、鍵をかけ
ずに寝ている本学の女子学生のアパートに何者かが侵入し、財布などを盗む事件が相次いで起こった。学生生活課は「同様の状況で過去には暴行事件に発展しケースもある」と施錠 徹底を呼びかけている。　
９月
11日深夜、春日４丁
目のアパートで本学の女子学生が玄関の鍵を閉めずに寝ていたところ、何者 に侵入され財布や鍵などが盗まれた。翌日も盗まれた鍵が使われ何者かが侵入。現金などが盗まれたが、同一犯人とみら る　
また、
10月３日にも天久
保３丁目で同様に、深夜、別の本学の女子学生 無施
錠で寝ていたところを侵入され、財布が盗まれた。　
いずれも女子学生にけが
はなく、犯人はまだ捕 っていない。　
学生生活課は「一人暮ら
しの女子学生を狙った犯行で、２件とも手口が似ているため同一犯の可能性がある」と指摘。 「自宅に るときは昼夜問わず施錠をしてほしい 注意を呼びかけている。
盗難被害多発
就寝時にも　施錠の徹底を
■訃報　
池邉
　
八洲彦氏
（いけべ ・
やすひこ＝本学名誉教授）９月
15日に死去、
78歳。
　
岩崎
　
庸男氏
（いわさき ・
つねお＝本学名誉教授・元本学副学長）９月
26日に死
去、
72歳。
　
高野
　
恒雄氏（たかの・
つねお＝ 名誉教授）
10
月
14日に死去、
84歳。
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本学の３学期制度は来年
度から春学期・秋学期の２学期制に変わる。しかし単なる２学期制ではなく、 春・秋学期それぞれを３分割た「６区分の２学期制」というユニークなものだ。　
今年４月には『筑波大学
における授業運営体制の改革に対応する運用ガイドラインの概要』という資料がウェブページで公開され、学内各所でも配布されている。そこに書かれてい 内容を簡単に説明する。■「６学期制」？　
本学の２学期制は、他大
学とは異なり、春学期・秋学期をさらに５週間ずつＡ、Ｂ、Ｃの「モジュール」に分割する。これにより１年間の授業期間を６分割する（下図参照） 。
　
本学は２０１３年度か
ら２学期制に移行する。検討委員会が２００２年度に設置されて以来、
10
年ごしの実現となる。だが、今なお学生への周知が徹底しているとは言いがたい。本特集では、２学期制移行の全容を紹介し、私たちの生活がどように変わるのかを明らかにする。
（鈴木拓也＝
人文学類、二宮健太＝社会学類、加藤茂行＝地球学類、中島光夫＝情報科学類、小串尚也＝情報メディア創成 ）
4～5月 6～7月 2～3月12～1月10～11 月8～9月月
授業実施モジュール
（5週単位）
学期区分 春学期 秋学期
　春A
モジュール
　春B
モジュール
　春C
モジュール
　秋A
モジュール
　秋B
モジュール
　秋C
モジュール
休み
（夏）
休み
（春）
春学期と同じ運用を行う
10 週完結
15 週完結
５週完結
?????????? ?????????
開講される授業
て、学園祭実行委員会委員長補佐の木本一颯さん（人文２年）は「来年の学園祭については来年度の執 代
　
２学期制移行に伴い、学
内で行われるイベントの日程にも影響が出 見通しだ。　
学園祭はこれまで、
10月
上旬の３連休（土、日、体育の日）に開催されてきた。だが、学園祭実行委員会によると来年度は
11月２
日（土）に前夜祭を、３日（日） 、４日（月、文化の日の振替休日）に本祭を開催する予定だ。　
前夜祭の実施内容につい
５月上旬
10月上旬
11 月上旬
春季
スポーツ・デー
春季
スポーツ・デー
秋季
スポーツ・デー 10月中旬
学園祭
学園祭
11月中旬 秋季スポーツ・デー
これまでの行事日程 移行後の行事日程
が決める」と話しながらも「 （これまでの学園祭の実施内容から）変わる 思う」と答えた。また、前夜祭の
　
工学システム学類では日
本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）による技術者教育プログラムの認定を、２００４年に受け、その基準も満たすようにカリキュラムを組む。これ より学生は通常より短期間で技術士の資格を得られる。ＪＡＢＥＥは修了生の学修レベルの質保証を求めるため、出席も厳しく、試験の採点もシラバスで公表した採点基準による厳格な単位認定が行われる。　
ひとつの学問領域にとら
われない複合的知識を身につけられるのが同学類の特色だ。教員からは「長い年月を経て、よく練られたカリキュラム」という認識が強く、２学期制の導入後もできるだけこれまでの工夫を守る方針がとられた。そのため科目によっては、例えばＡＢモジュールで週１コマ×
10週、Ｃモ
ジュールに週２コマ×５週で実施し合計
20コマ２単位
とするなど、やや変則的な開設もある。　
これについて同学類教育
課程委員長の坪内孝司教授（シス情系）は「現状の編成方針を２学期制に対応させるのにかなり苦労した。しかし、苦労の末、現状よさを保持したカリキュラム編成を行うことができたと思う」と話 た。
期制」と呼ばれる場合もあるがこれは誤りで、あくまで「６区分の２学期制（セメスター制） だ。■
75分
10週で１単位
　
授業時間が
75分であると
いう点も他大学と異なる点のひとつ。本学 は開学当初から１コマ
75分の授業を
行なっており、
75分の授業
が
10週間で１単位となる。
この点は２学期制へ移行後も変わらず、３学期制の遺伝子が受け継がれる。■
10週授業と
15週授業
　
来年度からも、多くの
授業は
10週完結で行われ
る。原則として、
10週完結
の授業は春ＡＢ、秋ＡＢモ
学実委
 雙峰祭は日程変更
体育専門学群　体育専門学群では、春・秋のＡＢモジュールで
10週
完結の授業を行い、不足分は秋Ｃモジュールに盛り込むことで補う。７月の春Ｃモジュールは１、 ２年生の
総合科目以外の授業がないため、７―９月が実質的に休みとなる。　
これは７月に多
くの学生が合宿に参加し、９月からはリーグ戦が始まるためだ。今後、学生は秋のリーグ戦に集中できる。また９月の始めは多くの教員が学会に出席し、休講多かったが、こ 問題も２学期制移行が解決する。
工学システム学類
人文学類
モジュール
１学期 ３学期????
????????
??????
２学期
１学期 ２学期
１学期 ３学期２学期
週１コマ×10 週
通年授業（30 週完結） 授業A 
10 週完結10 週完結10 週完結 10 週完結
????????
10 週完結
????
春学期
春学期 秋学期
春学期 秋学期
春Ａ
モジュール
春 B
モジュール
春 C
モジュール
秋Ａ
モジュール
秋 B
モジュール
秋 C
モジュール
春Ａ
モジュール
春 B
モジュール
春 C
モジュール
春Ａ
モジュール
春 B
モジュール
春 C
モジュール
秋Ａ
モジュール
秋 B
モジュール
秋 C
 (15週完結 )
授業B
 (15週完結 )
※図はあくまで一例
週２コマ
      ×５週
１、２学期完結型授業
（週１コマ×20週）
　
来年度移行の具体的な方
針を既に打ち出している工学システム学類、 人文学類、体育専門学群の教育課程委員会に話を聞いた。
２学期制の全容に迫る
来年度から移行
ジュールに行われ、Ｃモジュールは短期集中の授業が行われる。またこ に並行して
15週で１ ・５単位の
授業も開講さ■試験はいつ？　
10週完結授業の試験期間
は、
15週完結授業からすれ
ば授業期間中だ。これについては特別に試験週間を設けるか、試験中の教室と授業中の教室のエリアを分けるなどの対応を取り、中に騒音や近くの教室の声が聞こえる事 無いように配慮するという。■その他変更　
２学期制と直接的な関わ
りがないが、来年度からは
「６区分の２学期制」へ移行
10 週授業・15 週授業が並立
??????????
????????
?????????? ①ＧＰＡ制度（Ｇｒａｄｅ　
Ｐｏｉｎｔ
　
Ａｖｅｒａ
ｇｅの略。 成績の優劣をＡ、Ｂ、Ｃ 評定の割合から計算する点数）の導入②受講者が５人未満 授業を原則として不開講とする③年間修得科目数の下限を廃止するなど、来年度は変更点が多い。■学生への周知　
教育機構支援課ではウェ
ブページでの告知以外にも、さまざまなかたちで周知に務めている。　
９月には学生・教員を対
象とした説明会を開催した。開場には約３００人が集まり、質疑応答が飛び交った。　
今後は
10月
26日（金）に
も同様の説明会を実施するほか、
12月までをめどに各
学類で 説明会を行うよう呼びかけている。ま 休学中、留 中の学生へ 周知は、各支援室が行う。
導入に伴い、学園祭期間中の企画数が減少する可能性について「やむを得ないと思う」と答えた。　
スポーツ・デーの日程に
も影響が出る見通しだ スポーツ・デー実行委員会によると、 春季スポーツ・デーはこれまでと変わらず、５月中旬に開催される予定。一方秋季スポーツ・ は、これまで
10月中旬に行われ
ていたが、来年度は一カ月遅れの
11月
16日（土） 、
11
月
17日（日）に行われる予
定。　
この他にも秋季に開催さ
れるイベントは、日程変更の可能性がある。これまでとは異なったスケジュールでの学生生活を送ることになるだろう。 　
人文学類では基本的に通
年でひとつの授業を完結させるシステムを維持する。しかし２学期制移行後は、通年の授業を春学期、秋学期の２つに分け、希望する学生は秋学期からでも授業を受講できる。 各学期で１ ・５単位ずつ。これは本５年以内の導入が検討される秋入学に対応するためだ。　
通年の授業を春学期と秋
学期の２つに分けるため、全ての授業で科目名と科目番号が変更され 。そのため現在の授業が 学期制ではどの授業に当たるか示す対応表が学生に配布される。　
２学期制のカリキュラム
編成を担当する同学類教育課程委員長の常木晃教授（人社系） は 「授業内容、 コース編成などの変更はほとんどないので、学生は心配しないでほしい。ただ、授業科目の対応表をしっかりと見て、履修申請を行 ってほしい」と話した。　
同学類は
11月９日（金）
の５―６限のフレッシュマンセミナーの授業を利用し、１―３年生向けに２学期制移行に関する説明会を開くという。
　
課題としては１、 ２年生
は７月の総合科目と合宿の日程が重なってしまうことだ。今後はこ 問題の対応策を協議していくという。　
11月７日（水）に１、 ２
年生向けに説明会を開く。３年生にも同日の教育実習説明会の中で周知する。　
２学期制のカリキュラム
編成を担当する同学群教育課程委員長の深澤浩洋准教授（体育系）は「新４年生は卒論作成が中心になり、２学期制移行はそれほど影響しなが、単位の足りない学生にとっては、カリキュラムの変更を知らないと大きな問題になる。説明会などで、周知に努めるので参加してほしい」と話した。
夏休み１カ月増える
？
ほぼ変更のない学類も
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万物の質量の起源とさ
れる、ヒッグス粒子。今年７月４日、 スイス・ジュネーブ郊外にある欧州合同原子核研究機構（ＣＥＲＮ）は「ヒッグス粒子とみられる新粒子を発見した」と発表し、世界中の注目を集めた。研究には世界約６００以上の大学・研究機関から１万人が参加したが、そこには本学など日本
16大学・
研究機関からの研究者が含まれていた。金信弘教授（数物系）もその一人だ。　
同教授の話を元に、ま
ず 「ヒッグスとはなにか」を探ってみよう。
　
広告界で仕事をして
30
年以上になりました。新卒でサントリーの宣伝部に就職できたのは、当時コピーライター専門職採用があったからです。　
大学では日本文学を専
攻、 卒論は万葉集 し 。コピーライターはことばの仕事ですが、文学専攻が多いかというとそうでもありません。昨年からの集中講義「創造学群表現学類」で講師をしてくれている後輩、みなさんにとって 先輩には、数
学と地球物理の出身もいます。さすがにこれは珍しいケースですけれど。　
つまり、広告界の人材
はなんでもあり、学歴を問わず、と った ころがあります。サントリー時代も、電通などにいる仲間も、仕事相手の企業でも、ひとことでいえば「仕事ができる」ことがいちばんの条件 それをいつも感じています。ある意味でそれは風通しのよさでもあります。　
仕事ができるとは、仕
事を動かせると うことそれをスポーツにたとえるならば、自分で進ませることでもあるし、的確なパスを回せることでもあります。いち んダメなのは試合時間をむだに消化して仕事をしてい気になること。これでは「動かす」ことになりま
せん。そして、いちばんかっこいいのはやっぱり自分で「縦に走る」ことですよ。サッカーやラグビーと同じ す。そ 技と力があってこそ仕事もゲームも「動く」 のです。そういえば、本学の体育出身で優秀な営業マンに出会ったりするのは非常に頼もしいことです。　
ひとつ、たいせつなこ
とを後輩たちに伝えておきます。みなさんは「この社会を動かしている」のは、何だ 考えますか。情熱、誠実、あるいは計算、欲望。答はさざま、それなりに当たってもいるでしょう。しかし、私はこう考えますこの社会を動かしているのは「コミュニケーション」です。それ 個人間のことから、企業、経済活動に至るまで 誤解し
て欲しくないのは、通俗的なコミュニケーション能力、社交性につ てをいっているのではありません。それも必要ではあるけれど、それだけムダなパス回しに終わることがしばしばです。逆にそのなれあいの構造が、日本の行き詰まりを招いているともいえる。もっと創造的な、アイデアのあるパス回し、すなわち新しいコミュニケーションの創造こそ これからの社会に必要です。　「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
Ｔ
ＨＥ
　
ＦＵＴＵＲＥ． 」
１期生の私が贈ったこのスローガンは「新構想大学」という建学の理念を表したものです。筑波はつねに、日本でいちばん前向きで、のび びとした、アイデアを育くむ大学であってほしいと願っています。
（昭和
52年度
　
第一学群人文学類卒
業）
一倉宏さん
■学生の声　
一般の学生から話を聞い
た。　
賛成論では「休みが他大
学と一致するようになり、他大学の学生とも今まで以上に交流できる」 、 「９月上旬のインターンシップに参加できるようになる」などの声があった。また「Ｃモジュールを有効に活用して、今までとは一風変わった講義を実施してほしい」と新 い取り組みを期待する声もある。　
一方で「来年卒業するの
で、単位の振り替えがしっかりされるかわからない」といった履修や卒業に関す
視点
　
少々難しい話になる
が、宇宙の初期の段階では真空中を、素粒子（物質を構成する最小 単位）が自由に動き回っていた。 量（重さ）持っていないからだ。だがその後、宇宙 大きくなるにつれて冷えてく。そしてある時、 「あたかも水蒸気が水になるように、真空がヒッグス粒子で埋め尽くされる」（金教授）ようになる。この空間では、それまで自由に動いていた素粒子がヒッグス粒子とぶつかり、その動きが遅くなる。 「こ 動きの遅さ （抵抗力）が質量」 （同教授）
とされる。　
ヒッグス粒子は
１９６４年、英のピーター・ヒッグス博士に存在が予想されていたが、「発見」までの道のりは長かった。　
物質の基本的な構成要
素である原子は、原子核と電子 構成されている。さらに原子核は陽子と中性子に分類されるが、高エネルギーで加速した陽子同士を衝突 せれば、陽子を作る素粒子の衝突から 理論上ヒッグス粒子が飛び出すとされる。　
そこで登場したのがＣ
ＥＲＮの加速器だ。スイ
ス・フランス国境の地下に、半径４ ・３㌔、長さ
27キロのトンネル（ほぼ
東京の山手線の規模）を掘り、そこに加速器を設置。高速に近いスピードで衝突を行う実験を２００９年から始めた。　
このヒッグス探索隊に
加わったグループの一つがＡＴＬＡＳチームだ。世界
38カ国１７６研
究機関から構成されており、同教授など日本チームが所属していたのがこのＡＴＬＡＳだった。今回の新粒子発見の実験結果 正確さは、
99・
９９９９％以上だ。約半世紀の時をかけて、ヒッ
グス粒子探索にひとつの区切りが見えたことになる。　
しかし、研究者たちの
挑戦は続く。 金教授が 「現在の物理学の基礎となる理論を超えた、新たな理論があると思う」と話すように、物理の 論は発展し続けるからだ。　
本学では同教授を中心
にＣＥＲＮなどの世界トップクラスの研究所と連携し「宇宙史一貫教育プログラム」も行なっている。大学院生を対象にした研究者育成が目的で、ＣＥＲＮなど海外の研究所で講義を受け、実習を行い 物理のさまざまな分野から宇宙の歴史を考察していく。
　　
　
日進月歩の物理学研究
では、主要 研究課題が何十年も変わら いのは
　
本紙ではじめて来年度
の２学期制移行を報じたのは２０１１年４月。それから１年半が過ぎた今、やっとそ 全容が見えてきたが、課題は多い。　
学類によってはクラ代
が検証しようにも、情報が手に入らない様子だ。
12月ごろをめど 各学類
でも説明会が行われるというが、説明 遅すぎるのではないか。　
取材中出会った教員の
「大学は４年先の時間割まで全て公開すべき」という批判が思い出される。
新カリキュラムを学生が作るわけにはいかないが、遅すぎる対応は真に学びたいと思う学生の不安を煽っていると思う。
　
　
だからといって学類の
教育課程委員会が悪いわけでもない。取材の中で、各学類の教員の教育に対する熱意に触れた 教員らは、現在のよさを維持しつつも、移行 合わせて改めるところは改めようとしている。　
自ら学びたいという学
生の熱意 、学位の標準化をはかりたい社会との摩擦が、２学期制を機に露呈したのかもしれない。
　
オスの顔面は成熟すると
青白みを帯び、それが舞妓さんの姿を彷彿とさせる。アカトンボの仲間の中では比較的小柄で、水辺に近い
鑑
筑
波
図
◇マイコアカネ◇
撮影地＝宝篋山
草むらで大人しくしているのをよく見かける。ヤゴの生育には植生の豊かな池や湿地が必要なの 、祇園で本物の舞妓さんとこ アカネが共演することは、残念ながら実現しそう ない。（写真・文＝武藤将道、生物２年、野生動 研究会）
質量の起源の粒子発見か日進月歩の物理学研究ヒッグス粒子
新しいコミュニケーション創造
る不安の声もある。さらに「必修科目の単位を落としてしまった。２学期制移行のため来年度以降の時間割が変わり、複数の必修科目が同時に行われてしまったら卒業にも関わる。配慮されるのか」といった２学期制移行に伴う変更を危惧するする学生もいた。　
また「２学期制に変わる
ことは仕方ないが、説明会などの対応が遅かったと思う。学生の視点が足りないのではないか」と本学の対応を批判する意見もある。　
学生からは、他の大学と
学年暦が一致することで就職活動がしやすくなど、２ 期制に期待 声ある一方で、履修や卒業に関する不安も多く聞こえ
た。各学類での今後の対応に注目したい。■全代会の取り組み　
全代会教育環境委員会で
は「時間割のすみわけ」の提案を昨年行った。 「時間割のすみわけ」とは、授業の実施モジュールを各学類ごとにそろえることで、他学類の授業を履修しやすくする試み。カリキュラムの大幅改変により、他学類の授業をとりにくくなること
を懸念してのことだ。　
また、カリ
キュラム案がクラス代表者会議（クラ代）に届いていない学類もあるという。 「早めにカリ を代に伝えて、学生の視点から確認させてほしい」と教育環境委員会委員長の朝倉靖成さん（工シス２年）は話した。
に多い国際会議に出席できるようになるという。　
今回、２学期制になるこ
とについて、 「不安も期待もとくにないが、秋入学のことが気 な 」と語る。３学期制から２学期制 変わることを再び体験することについては、 「正直くたびれた」と笑み こぼす。一方で、 「２学期制になってもならなくても、学生には勉強してほしい」と語った。
本学の２学期制は大きく違う。本学 独特」と平賀教授は語る。図書館情報大学の２学期制
は他の大学と同じであり、
90分授業だっ
た。また今回の２学期制のように６つのモジュールに分かれてはいなかった。一方で同教授は、２学期制になることで他の大学と休みの時期が重なり、９月初め
　
２学期制への移行
は、教員への負担も少なくない。そこで、本学と統合する前は２学期制であった図書館情報大学に１９８３年から勤務している平賀譲教授（図情メ系）に２学期制につい 話を聞いた。　
図書館情報大学は、79年に３学期制で開
学し、途中で２学期制に移行。２００２年に本学と統合すると同時に３ 期制になった。　
しかし、 「図書館情
報大学の２学期制と
期待と困惑の声
カリキュラム、行事……。
どう変わる？
稀だ。今後、物理学では各分野の枠組みを超えた研究が必要になるのは確実で、同プログラムはこ
れに対応する人材を育成するのも目的とされている。
（鈴木拓也＝人文学
類）
「いずれにせよまずは勉強」
２学期制移行について話す平賀教授
??
??
原子・原子核の模式図
物質 原子核原子
電子
原子核
中性子
陽子
コピーライター
　
関東学生ハンドボール連
盟秋季リーグが、９月１日から
10月７日にかけて、国
士舘大学多摩キャンパス（東京都多摩市）などの会
入り、女子は
57㌔級で武井
嘉恵（同４年）が２位という成績を収めた。　
小寺は決勝まで順調に勝
ち上がる。決勝の相手は高上智史（日体大） 。試合は小寺のペースで進み、消極的な相手に反則指導一つが与えられる。 開始２分過ぎ、相手が掛けた隅落としから返し技を決め、 技有を奪小寺はその後も相手 攻めにも動じず、試合は終了
優勝を果たした。　
武井は、２回戦から準決
勝まで４戦続けて一本勝ち。 決勝の相手は連珍羚 （山梨学院大） 。武井が序盤から果敢に攻め、中盤に大外刈を掛けるが、大外返しで切り返され、有効を奪われてしまう。その後も執念を見せるが、試合はそのま終了。惜 くも優勝はならなかった。　
増地克之監督（体育系・
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関東大学バドミントン秋
季リーグ戦が９月
15─
23日
にかけて、日本体育大学健志台キャンパス米本記念体育館（横浜市青葉区）で開催された。　
男子は１勝４敗で５位、
女子は２勝３敗で４位という成績を収めた。　
男子は初戦で日本大を相
手に１─４で敗れると、４
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
戦目の日本体育大戦まで黒星が続く。しかし５戦目の明治大との対戦では３─２で勝利し、６校中５位という結果に終わった　
女子は１戦目で日本体育
大に２─３で敗れるも、続く２戦目の専修大を相手に４─１で勝利。 戦目の法政大戦、４ 早稲田大戦ではともに２─３で惜敗した。しかし ５ 青山学院大に３─２で見事勝利し、６校中４位という結果になった。　
吹田真士監督（体育系・
助教）は「優勝できなかったことは残念だが 東日本選手権や授業の開始などがありコンディショニングの難しい中、けがなく終えられてよかった。今月
19日か
ら始まるインカレでは、選手たちに強い意志を持って戦ってほしい」と話し 。
第
86回関東大学サッ
カーリーグ戦の後期日程が、９月
15日から
11月
25日
にかけて日立市民運動公園陸上競技場（日立市）など
◆競泳　
第
88回日本学生選手権水
泳競技大会（競泳競技）が９月７―９日に東京辰巳国際水泳場（東京都江 区）
で行われている。後期日程５試合を終え ２勝３敗。前期日程 合わせた総合成績は７勝８敗１引き分けの勝ち点
22で、
12チーム中７
位と苦戦している。　
後期日程初戦、慶應義塾
大から赤崎秀平 （体専３年）が６得点を奪い８―１と圧勝した本学。しかし、次戦の流通経済大戦では後半立て続けに３失点し１―３と敗北。続く順天堂 、日本体育大戦も連敗した。パスがシュートにつながらない試合が続いたが、神奈川大戦では上村が全ての得点にからむ３ア スト ３―２で勝利し連敗を止め 。　
一方、個人成績では赤崎
が通算
14得点で得点ランキ
ング１位に、上村岬（同）がアシストランキング２位につけるなど、両者のタイトル獲得が期待される。　
後期の結果は以下の通
り。▽筑波大８―１慶應大▽筑波大１―３流通経済大▽筑波大１―３順天堂大▽筑波大０―２日体大▽筑波大３―２神奈川
　
20歳以下の柔道日本一を
争う全日本ジュニア体重別選手権大会が９月８―９日埼玉県立武道館（埼玉県上尾市）で開かれた。男子
81
㌔級に永瀬貴規（体専１年） 、
90㌔級に小林悠輔 （同）
が出場し 永瀬が優勝、小林が２位に入った。　
永瀬は今大会の予選に当
たる関東ジュニア柔道体重別選手権大会でも優勝しており、今大会では全試合で高校生と対戦した。決勝の相手は小原拳哉（東海大相模高） 。序盤に反則指導２つを受け、有効一つを相手に取られる。 開始３分過ぎ、永瀬が組み際から大外刈りで有効を奪い、試合 延長
戦に。最後は永瀬が体落としで技有を奪い勝利。優勝を果たした　
小林は３回戦で全日本ジ
ュニアの強化選手である長澤憲太（東海大） 判定勝ち。準決勝では高校無敗と言われるベイカー茉秋（東海大浦安高）を内股一本下した。　
決勝戦では大町隆雄（大
牟田高）と対戦。序盤に双方一つずつ反則指導が与えられ、延長戦に入る その直後、小林は相手の背負い投げを不意に受け、有効を奪われ試合に敗れた。　
小林は試合を終え「背負
い投げを何度も掛けらが、一瞬気を抜いたところを同じ技で付け入られ 。最後まで集中を切らさぬよ
小寺ら３人が入賞全日本学生体重別　
高校生、大学生の柔道体
重別日本一を決める、全日本学生柔道体重別選手権大会が９月
29─
30日に日本武
道館（東京都千代田区）で開催された。本学からは
20
人の選手が出場し、男子は
66㌔級で小寺将史（体専４
年）が優勝、
81㌔級で宇都
宮光樹（同２年） ３位に
講道館杯へ弾み
で行われた。　
女子１００㍍背泳ぎでは
諸貫瑛美（体専２年）が１分１秒
63という好成績で見
事２位に輝いた。また、女子４００㍍メドレーリレーでは４分５秒
29で２位にな
るなど健闘したが、男子は総合８位、女子は総合７位に終わった。◆水球　
第
88回日本学生選手権水
泳競技大会（水球競技）が９月７―９日 相模原グリーンプール（神奈川県相模原市中央区）で行われた。１回戦では広島 と対戦し、
29―
10で快勝。続く
２回戦でも専修大に
11―８
で勝利し 準決勝 早稲田大に苦 し、７― と惜敗。３位決定戦の日本戦では
14―
13と辛勝し、総
合３位を勝ち取った。
場で行われ、男子は５位、女子は４位の結果となった。◆男子　
リーグ前半は明治大、東
海大、国際武道大に連勝し快調な滑り出し。その後
は、日本大と引き分け、日体大、早稲田大に敗北するなど不振が続く。その後法政大、中央大に大差で勝利するも、
22─
31で国士舘大
に敗れ、５勝１分３敗で第５位の成績を収めた。　
今年４月に就任した藤本
元監督 （体育系・助教） は 「春から練習を積み、チームの土台ができ上がった。春季と秋季ではぜんぜん違う上位チームと力の差 大きいわけではないが、勝負の仕方、メンタルの面 今ひとつのところがある」と話した。　
個人賞ではキャプテンの
伊東裕希（体専４年） 敢闘賞を受賞した。初戦の明大をはじめ、すべて 試合
でチームをリードしたことが評価された。◆女子　
女子は５勝２敗で３位。
１位の東京女子体育大、２位の早稲田大などに勝利するも、東海大、日本女子体育大に敗れた。敗因については「試合 流れをうばわれ、修正しきれずに
60分が
すぎた」とキャプテンの川俣ゆかり（同）は話した。　
11月のインカレについ
て、 山田永子監督（体育系・助教）は「選手一人ひ りが『勝負できる力』を持っているが、試合中点数をとれていない時間があ 。今後コンスタントに戦え ようにしたい」と話した。　
個人賞では川俣が優秀選
手賞、加納明帆選手（同１年） が優秀新人賞に輝いた。
暫定３位に入る
男子第
88回関東大学バ
スケットボールリーグ戦が、９月１日から
10月
28日
にかけてつくばカピオ（つくば市竹園）など関東各地
で行われている。
10月
16日
現在、本学は暫定３位。　
10月６─７日につくばカ
ピオで第
11戦と第
12戦が行
われ、多くの観客が訪た。６日の大東文化大戦では、前半は本学のペースで始まっ が、後半に逆転され、
70─
82で敗れた。
７日は明治大と対戦。
第１ピリオドから明大のディフェンスに苦しむインサイドやアウトサイドからバランスよく得点を重ね５点リードし前半終了。後半開始直後に本学が一気に流れを引き込み、開始２分で砂川貴哉（体専４年）のゴール下からの得点と星
野拓海（同）の３Ｐシュートで点差を
10点に引き離
す。その後も３Ｐシュート、バスケットカウントや連続得点が効果的に決まった。 明大を一切寄せ付けず、終盤はベンチメンバーで戦い、
79─
62で快勝した。
　
吉田健司監督（体育系・
男子関東大学リーグ戦
が行われ、雨空にも関わらず多くの観客がグランドに足を運んだ。前半は両校ともゴールライン直前まで攻めるが得点にはつながらず、０―０で折り返す。後半開始直後、ゴール前でのスクラムから山本浩輝（体専２年）がトライを決め、５点を先取。
12分には５―
７と逆転されるも
35分に
相手の一瞬のミスをつき藤田幸一郎（社工３年）がトライし再びリードする。勢いに乗った本学は、
38分、
42分と彦坂匡克（体専４
年）が立て続けにトライを決め、
26―７で勝利した。
　
先制トライを決めた山本
は「後半、先制点がほしい場面で得点できてよかった。 まだまだ試合が続くが、
ラ
グ
ビ
ー
　
関東大学対抗戦が、９月17日から秩父宮ラグビー場
（東京都港区）などで開催されている。本学は
10月
15
日現在同率１位。悲願の日本一に向け、好調なスタートを切っている。　
10月
14日には早稲田大戦
チームの目標である日本一に貢献できたら」 と語った。また、主将の内田啓太（同４年）は「勝てて良 った。自分たちを信じてやり続けた結果。後半 粘れる精神力が上回れ ことは本当にうれしい」と振り返った。一方で今後の課題に関しては「当たりの激しさや精度をもっと高めていきたい」と語り、さらなる向 心を見せた。　
関東大学対抗戦は
12月１
日までの全７試合。今回の勝利を契機に、大学ラグビー日本一にも大きな期待がかかる。
早大戦でトライを決める本学選手
流れを引き込み明大に
勝利
関東大学秋季リーグ戦
日本学生選手権
男子は１勝４敗で５位
女子は２勝３敗で４位
背泳ぎで諸貫が２位
女子メドレーでも健闘
シュートを放つキャプテンの川俣
う心掛けたい」と話した。
講師）は「武井は他の選手と違い、一般入試で入ってきた選手。 そこから４年間、本当に地道に努力を重ねてきた。試合では自信さえも感じられ し、決勝も次につながる内容だった 指導者としても素晴ら く思う。今後は講道館杯、グランドスラム東京など大 な大会が続く。この大会を次のステップにしてほ い」と話した。
准教授）は「敵は我にあり。自分たちの実力におごることなく、勝敗にこだわらず一戦一勝を志す。後半戦では相手チームの研究が重要なため、そのさらに上を読むことで後半戦の流れを引き込みたい」 と語った。
（関
連写真は
12面）
関東大学対抗戦
早大に勝利し１位に
日本一へ好調なスタート
女子は４位、男子は５位関東学生連盟秋季リーグ
12チーム中７位に
関東大学リーグ戦
大東文化大戦でシュートを決める本学選手
全日本ジュニア、学生体重別
永瀬、小寺が優勝
体
操
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鉄輪が回る。優雅か
と思えば突然の激しい回転……。雄大な演技で観客を魅了する体操器具、ラート。この大きなを操るのは体操部期待の松浦佑希 （体専２年） だ。
鉄製の大きな輪を平
行につなぎとめた 操器具「ラート」 。中に入り重心を移動させれば、競技者はラートと共に回転する。大会では技の難易度や美しさが競われる。
松浦は２年生にして、
今年９月に行われた第８回全日本学生ラート競技
選手権大会で入賞するなどの活躍を見せる。大学入学まで続けてきた体操競技の経験が、今の彼女の基盤だ。 本谷聡監督 （育系・講師）も「 （体操の経験があるため）ラート特有の基本的な技術に慣れてきた。世界で活躍できる選手になってほしい」と期待を寄せる。　
両親の勧めで３歳から
始めた体操競技。松浦は競技の奥深さに魅せられ日々練習に励ん いた だが体操の楽しさに夢中になっていた中学１年の冬、その歩みは阻まれる。体操選手にとって致命的な手の負傷。医師に、もうスポーツはあきらめた方が良い、とも言われた。 「競技生活か
先輩との誓い、胸に
の
　
第
61回関東甲信越大学体
育大会の体操競技が、９月５─６日に山梨県営緑ヶ丘体育館（山梨県甲府市）で開かれた。本学からも多くの選手が出場し、男子団体総合は３年ぶりに、女子団
体総合は
20年ぶりに優勝し
た。男子個人総合でも佐野智樹（ 専１年）が、女子個人総合では中嶋洋子（同２年）が優勝を果たした。　
男子団体はあん馬でミス
をしたが、その後は４年生の安定した演技で３年ぶりの優勝 果 した。団体にも出場した佐野は「先輩の勝ちたいという強い気持ちに応えられてよかっ 。優勝できて素直にうれしい」と語った。　
女子個人の中嶋は、ゆか
でミスを重ねてしまっが、その後は落ち着いた演技で個人総合優 を果たした。種目別でも跳馬、段違い平行棒、平均台の３種目で優勝した。中嶋は「今までの練習の成果 出せるよう集中して臨んだ ゆか失敗したが、自分にとって
　
秋季関東大学バレーボー
ルリーグ戦が９月
15日から
10月
14日にかけて、早稲田
大学戸山キャンパス記念体育館（東京都新宿区）などで開催された。　
男子は７勝２敗で２位、
女子は６勝３敗で４位という結果で全日程を終えた。　
男子は１日目、見事な連
携プレーを見せ、専修 に３─０で勝利するが、２日目には早稲田大に１─３で敗れた。だが、続く３日目には順天堂大に３─２で勝利して調子を取り戻すと、６日目の東京学芸 戦まで順調に白星を重ね ７日目の中央大と 対戦では２
─３で惜敗。８日目の慶應義塾大戦、９日目の東海大戦では互いに譲らずシーソーゲームとなるも、それぞれ３─２で勝利した。　
秋山央監督（体育系・助
教）は「今季はどの 学も力が拮抗していたが、劣勢に立たされても粘り強く戦うことができた。今後はサーブ ディフェンスを見直し、
12月に行われる全日
本インカレでの優勝を目指して練習を重ねたい」と話した。　
女子は１日目に東海大と
対戦。序盤から競り合 展開となり、フルセットに持ち込まれるも、
15─
11で最
終セットを奪い ３─２で勝利した。２日目の日本体
育大戦では序盤から相手のリードを許し、１─３で敗れた。続く３日目に松蔭大に３─０で快勝し、７日目時点で４勝３敗だった。しかし、 ８日目の宇都宮大戦、９日目の早稲田大戦ではそれぞれ３─０ 快 総合結果は６勝３敗で第 位となった。　
個人賞は以下の通り。 【男
子】敢闘選手賞＝久原大輝（体専３年） 、ベストスコアラー賞＝出耒田敬（同） 、スパイク賞＝田城貴之 （同）
関東甲信越大学体育大会
男女ともに優勝
個人でも２種目制す
男子が２位獲得秋季関東大学リーグ戦
◆駅伝　
第
18回関東女子駅伝対校
選手権が９月
30日に千葉
ニュータウン（千葉県印西市）で行われた。本学は
30・６㌔のコースを１時間38分
26秒の大会新記録で総
合優勝を果たし、８年ぶりに全日本大学女子駅伝対校選手権大会出場権を獲得した。また、６区間中３区間が区間賞という好成績を収めた。◆国体　
第
67回国民体育大会（陸
上競技）が
10月５―９日ま
で岐阜メモリアルセンター長良川競技場（岐阜県岐阜市）で行われた。８００㍍に出場した真下まなみ（体専３年）が２分５秒
05で見
事優勝を果た 。また、走り高跳びに出場した戸邉直人（同）が、２㍍
21㌢で
第２位という好成績を収めた。
◆対校選手権　
第
81回日本学生陸上競技
対校選手権大会が９月９―
12日に国立競技場（東京都
新宿区）で行われた。本学では女子が総合優勝を果たし、今大会４連覇を達成した。男子も総合２位の成績を収めた。　
その他の主な結果は以下
の通り。 【 】 ▽８００㍍ ・中村康宏（体専４年）＝３位（１分
49秒
96）▽１１０
㍍Ｈ・大室秀樹 同）＝２位（
13秒
79）▽三段跳び・
松下翔一（体育１年）＝１位（
16㍍
25㌢）▽走り高
跳び・戸邉直人（体専３年）＝１位（２
22㌢）▽
円盤投げ・小野真弘 育１年）＝３位（
52㍍
03㌢）
【女子】▽１００㍍・立山紀恵（体専４ ）＝３位（
12秒
05）▽８００㍍・真
下まなみ（同３年）＝１位（２分５秒
01） 、谷本有紀菜
（同２年）＝２位（２分５秒
39）▽１００００㍍・久
馬悠（同１年）＝１位
32
分
59秒
64）▽１００㍍Ｈ・
相馬絵里子（同３年）＝２位（
13秒
80）▽走り幅跳
び・中野瞳（同４年）＝３位 （６㍍
13㌢） ▽三段跳び ・
三浦茉莉（体育１年）＝２位（
12㍍
57㌢）▽棒高跳
び・仲田愛（体育２年）＝１位（４㍍
10㌢）▽円盤投
げ ・ 高橋亜弓 （体育１年） ＝
１位（
54㍍
22㌢）大会新記
録、 日下望美 （体専４年） ＝２位（
50㍍
29㌢）▽４×
１００㍍リレー・筑波大＝３位（
45秒
99）
女子駅伝では大会新記録
納得のいく演技ができた」と話した。　
体操部男子コーチの齋藤
卓助教（体育系）は「今大
会は強豪校が出場しており、非常に厳しい戦いだったが、全員で筑波らしい堅実な演技を行うことで勝て
た。この経験を活かして次の大会でも優勝目指して頑張りたいと思う」 と話 た。
　
５Ｃ棟２１８つくばスポ
ーツアソシエーション（ＴＳＡ）事務局前では、国内外で活躍する本学関係者を紹介する写真やパネルの展示が行われ、学園祭の３日間で１０００人に迫 来場者が訪れた。　
展示では、緒方選手や平
岡選手の柔道着をはじめロンドン五輪で活躍した多くの選手のユニフォームが並べられたほか、多数のサイン色紙が飾られた。　
ロンドン五輪で活躍した
選手が本学の関係者である
ことを初めて知る来場者もいたという。担当の高野実
さん（学生生活課）は「本学生やＯＢＯＧ 活躍を知ってもらえるいい機会となり、よかったと思う」と話した。
五輪出場の選手ら紹介ＴＳＡ学園祭展示
　
首都大学野球秋季リーグ
戦が９月８日から、平塚球場（神奈川県平塚市）などで行われている。本学は
10
月
18日現在、９勝５敗。
　
開幕試合の東海大戦。第
１回戦は中盤以降投手陣が粘れず、被安打
19、
15失点
で大敗。しかし、第２回戦は一転、投手 となる。先発の山田和也（体専３年）
が東海大打線を８回まで０点に抑えると、打線も９回に勝ち越しに成功。山田は９回も抑え見事完封を果たした。 第３回戦も延長の末、
10回にサヨナラ勝ちし、勝
ち点を獲得した。　
続く明星大戦も勝ち点を
挙げ、迎えた次節の日体大戦。第１回戦は、投打ともに精彩を欠き、１―７で敗れた。第２回戦は、１点ビハインドで迎えた９ 裏、
４番松浦昌平（同）の適時二塁打で同点にすると、二者連続で四球を選び、一死満塁とする。このチャンスに片岡翔（同）が安打を放ち、 サヨナラ勝ちを決めた。第３回戦も延長戦を制し、３節連続で勝ち点を得た
　
帝京大戦。勝負は第３回
戦までもつれた。その第３回戦では、９回に松浦の本塁打など終盤に追い上げを見せたが３―４で敗 、今季初めて勝ち点を逃した。　
最終節の大東大戦。第１
回戦を１―２で落とすも、
第２回戦は山田の完封で勝利した。第３回戦も終盤に勝ち越し、接 を制した。　
本学は全日程を終了した
が、首位を争う東海大、帝京大はまだ試合を残している。リーグ戦は
10月
21日ま
で続く予定。
　
２０１２ロンドンパラリ
ンピックが８月
30日から９
月９日の
12日間行われた。
本学関係者からは、競泳女子１００㍍背泳ぎの秋山里
首位争い繰り広げる秋季関東大学リーグ戦
秋山が金メダルロンドンパラリンピック
奈（平成
17年度附属盲学校
高等部卒）とゴールボールの若杉遥 附属視覚特別支援学校高等部２年）が金メダルを獲得。木村敬
一（平成
21年度附属視覚特
別支援学校卒）が競泳男子１００㍍平泳ぎで銀メダル、１ ０㍍バタフライで銅メダルを獲得した。　
その他にも山田拓朗（体
専３年）ら多くの本学関係者が入賞を果たした。
展示に見入る来場者
ら１年も離れてしまった。大好きな体操競技ができなくて、焦りと苦しみでいっぱいだった」と当時を振り返る。その後は手術により奇跡的な回復を遂げ、中学３年のとき全日本ジュニア体操競技選手権に出場した。　
しかし高校に入学する
と、新たな葛藤と向き合うことになる。いくら練習しても 思うような成果が出ない。不調 日々の中、他の競技 転向しようと思ったことも度々あった。　
そんなある日。ふと訪
れたと る体操祭で不思議なスポーツに遭遇す
る。大きな鉄輪と一体となり、自在な動きを見せる人々 体操競技一筋だった彼女にとって、ラートの演技は心ひかれる光景だった。 「見たことのない体操器具。 『あれは何だろう？』という好奇心に駆られたことを今でも覚えている」と語る。松浦とラートとの出会い。奇遇にも、その日見かけたのは本学体操部卒業生の演技だった。
さらにラートとの「え
ん」は続く。
本学入学直前、知
人を介して知り合った堀口文選手（同４年）「一緒にラー トで世界選手権へ行こう」 。世界を舞台に戦う彼女の一言が、松浦をラートの世界へと導いた。　
将来の夢をたずねる
と、 「遠い未来のことは
まだ分からない。それより今の私には必ず遂げなければいけない目標がある」 。来年７月 シカゴで行われる第
10回世界
ラート競技選手権大会だ。堀口選手と憧れ 舞台に立ちたい。そのためには、まず今年
12月の全
日本ラート競技選手権を突破する必要がある。
「大好きな体操にとこ
とん力を尽くしたい。体操を続けさせてくれた母のために。そして、声をかけてくれた堀口選手のためにも」 。支えてくれる人への感謝。敬愛する先輩との約束。ま だらけの手を握り締め、彼女は微笑んだ。
２０１３年７月の世
界選手権大会。その華麗な演技は、喝采 中心にあるのだろうか。
（望月
麗＝比較文化学類）
松浦佑希（体専２年）
   ラート界期待の星
女子が総合４連覇
第８１回 日本学生陸上競技対校選手権大会
講演では、江戸時代の
写本・板本、明治時代の教科書や錦絵など 出版メディアにおける礼法普及の過程を紹介。 「礼法教育では礼をする角度など、文章で書くだけで 分からない部分があり、それを説明する挿絵や錦絵、すごろくといった視覚資料が重要な役割を持っていた」と綿抜教授は話した。　
後半は貴重書展示室で綿
抜教授による各資料の説明と来場者との懇談が行われた。来場した本学卒業生の女性は「錦絵やすごろくなどの資料があり、目で見て理解しやすかった。礼法教育がなくなってしまったのはもったいないと感じる」と話した。
いう表現を使うのが面白すぎて笑ってしまったことがありますが、結局みんな運命共同体なんだよね、って納得してしまったんです。
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◆ＪＡＸＡ講演会　
独立行政法人宇宙航空研
究開発機構（Ｊ ＸＡ）の遠藤祐希子さん（宇宙環境利用センター・平成
17年度
数物修了）による講演会「宇宙に暮らす～国際宇宙ステーションと宇宙飛行士～」が８日、１Ｄ棟２０１で開催された。　
遠藤さんは宇宙の「衣食
住」 という身近な観点から、宇宙の生活を説明し　「衣」について、宇宙飛行士は 船内 燃えにくい綿１００％ 服を着ていると説明。さらにズボンにマジックテープでノートなどを固定し、無重力状態で物を無くさな ようにするなどの工夫を紹介した また宇宙船外では、１２０㌔もある宇宙服を着るが、最大８時間の作業が可能で、ヘルメットの中に水やゼリー状の食べ物があり、ストローで飲めるという。写真や映像など多くの資料を用いた話は、来場者を惹きつけた。　千葉県から来た男性は
ているように思うのです。　
私も一応「留学生」の
中に含まれるわけですが、日本は私にとって外国ではありません。というのは、私は父が韓国人で母が日本人、つ り、ハーフです。それで、日本は母の国 ありながら、自分 もあります。でも、国籍は韓国国籍で生まれ育ったのも韓国、日本語も外国語を習う時のように学びました。そうなると、あんたは韓国人なの 人なのとか言われても く分かりませんね
でも、よく考えてみ
ると、そもそも私はなぜ韓国人、または、日本にならなければならないのでしょうか。 こから疑うべきではないかと思うようになったのです。最近、韓国のニュー
スで、 「日本の原子力発電所の近くで取れた魚が奇形だったけど、それを韓国に輸出してしまっている」といった内容を見たことがあります。敏感なところでは すが、私はそれについてどこが悪いかという批判をするよりも、その先 みんなどうせ一緒に生きる
ようなもんだなって思いました。学校で修練会に行ったとき、 「お前らはみんな運命共同体だ！」と言われ、運命共同体と
　
最初、 「 『留学生の目』
という欄に何か書いてもらえませんか？」と頼まれた時に、最初思ったのは、 「留学生の目」という名で何を求められているかでした。なぜでしょう、 「留学生」という言葉はすごく異国的な響きがして、何 他の人かの期待が込められているように聞こえるんです。そして、私はその「留学生」とい 言葉もすごくあいまいなくくりを見せ
みんな運命共同体
キム・イジン
留学生活というのは、
楽しい時もありますが、やはりつらいことも多いです。短く留学するのとは別に、長々過ごしてい
ると、どうしても自分が異質な存在だと感じて気がふさいでしまうこと あります。ですが、それでも、同じことを経験しながら生きていくのです。 ういうふうにして、自分が気づかなかったところで似ている面を見つけて喜ぶ人、そういう人を留
学生と呼ぶのではないでしょうか。今日も、みんな運命共同体なんだと自分に言い聞 せているのです。
（比較文化学類・
原文も日本語）
◆院生プレゼンバトル　
大学院生が自身の研究を
プレゼンテーションする力を競う「院生プレゼンバトル」が８日、大学会館ホールで行われた。　
プレゼンターは６人。審
査は一般の来場者と 公募したつくば市の高校生、招待された本学教員が行う。評価項目は筋道立てたストーリー展開であったかどうかや、表現技法、研究社会的価値性などさまざまだ。それぞれの評価項目には配点が設定され、平均点が高い上位３人が表彰され
る。　
総合１位を獲得した池松
◆杉村太蔵氏講演会　
杉村太蔵元衆議院議員
（体育専門学群出身）による講演会「これからの日本～筑波大生がいまやるべきこと 」が７日、１Ｄ棟２０１で開催された。会場には開演前から多くの人が詰めかけ、杉村氏 姿を見せると拍手が沸き起こった。　
講演では杉村氏の学生時
代や議員時代が語られた。学生時代は所属していた体育専門学群の授業以外にも、政治 法学の授業を多く履修していた。 「法を知らない人が政治を作っている、ということを授業で知って衝撃を受けた。専門以外の授業も受けられるのは本学の いところ」と学生時代を振り返った。議員
時代のエピソードでは、谷垣禎一前自民党総裁とのやり取りなども語られ、観客から笑い声が上がった。　
講演の最後に杉村氏は
「人生は分からないものだ」と話した。 「人生が自分の思い通りに行 なかったときが勝負。その場で何をするか、いかに生きていけるかが大切だ」 いう言葉に、観客は深くうなずいいた。さいたま市 ら訪れた女性は「物事をしっ り考えて る人だっ 。楽しい講演会だった」と感想を語った。
◆ＴＥＤｘＴＳＵＫＵＢＡ
つくば市周辺で活躍す
る５人が、それぞれの活動をプレゼンするイベント「ＴＥＤｘＴＳＵＫＵＢＡ」が７日、３Ｂ棟２１３で行われた。ＴＥＤは「広める価値のあるアイデア」を全世界に紹介することを目標とした米国 団体。さまざまな分野の著名人を招いた大会を年２回 で行っている。今回はＴＥＤ本部から公式ライセンスを取得て本学での開催が実現した。学内外から訪れた約１００人の聴衆が、各プレゼンターの工夫をこらし発表に聞き入った。
つくば市でアー トス
クールを主宰する現代美術
家のエリザベス・ロブレスさん（平成８年度芸術専門学群卒）は、芸術の持つ力について英語でプレゼ した。 「アート ク エイティブな社会的・文化的相互作用。人生の目的はビジネスの成功、名声、財産（だけ）ではない」と主張。生活の質を向上させる手段としてアートを活用することを聴衆に促した。
また、プレゼンを行っ
たつくば市に拠点を置く有限会社モーハウス代表の光畑由佳さんは、 「いろいろな年代や国籍の人にプレゼンを聞いてもらえたし、反応が良かったので楽しかった。他人から刺激を受けて考え方が変わる機会は少な
◆特別講演会「礼法はいかに伝えられたか」　
綿抜豊昭教授 （図情メ系）
による特別講演会「礼法はいかに伝えられたか」が８日に中央図書館集会室で開催された。
今回の講演会は附属図
書館特別展「明治時代 礼
俊哉さん（生環２年）は、「ミラクリン」とよばれる
自身の研究をプレゼン
◆バイオｅカフェ　
科学に関する話題を、コ
ーヒーなどの飲み物を片手に気軽に話す「
　
バイオｅ
カフェ――いきも ばっかり」が、８日 第二エリア食堂で行われた。　「バイオｅカフェ」は生物学類と生命環境科学研究科の主催で（休業期間は除く）行われるイベント。月
に１回行い、一般に公開する。本学の生物系の教授の講演の他、生物の生体展示などを行う。今回は学園祭のため４人の教授を招いた。　
講演第１部では、谷口俊
介准教授（生環系）が「ウニから学ぶからだのかたちづくり」というテーマで講演を行った。 谷口准教授は、ウニを例に生物一般の細胞や遺伝子の仕組みを簡潔に説明。また、自身の長い研究生活から、研究者とはどのような職業なのか、研究者には何が必要か 経験談を交え話した。　
会場には、他にも珍しい
動植物 観察できる「いきもの観察コーナー」や、子供向けに生 の模型を作成する「いきものクラフトコーナー」 設けられ、家族
連れや高校生などが多く足を運んだ。　「いきもの観察コーナー」ではニホンヤモリやニオイドクツルタケなどの生体展示が行われ、来場者は普段は見ることのできない動植物を興味深そうに観察していた。
来場者の質問に答える谷口准教授
酸味を甘味に感じさせる物質の遺伝子をトマト 導入し、ダイエットや糖尿病治療に役立てる試み 発表した。池松さんはスライドを駆使しながらジェスチャーなどを交え、堂々としたプレゼンを行い、会場からはときおり感嘆の声もあがった。優勝できた決め手は、科学的で難しい内容 研究をわかりやすく伝えていた点と、実現性が高く広い世代に役立つ内容だったことだという。
会場を訪れていた本学
の女子学生は「プレゼンターの聴衆をひきつける工夫がすごかった。自分もこのような話し方ができるようになりたい」と話した。
院生プレゼンバトルの授賞式の様子
法はいかにして伝えられたか」 の一環と 行われた。特別展は
10月１─
31日にか
けて中央図書館新館１階の貴重書展示室で開かれている。 （ただし
27、
28日は閉室）
講演会の前半は同教授
による講演、後半は貴重書展示室で資料の解説を行った。
「いかに生きるか」 る
近代の「礼法」に迫る
　
つくば市内在住の女性は
「教授の研究内容や教授がどういう過程で研究者になったのか、とても分かりやすく説明されていた。者を志す若い人にはとてもためになる内容だった」と話した。
いので、ＴＥＤのようなイベントがもっと増えればいいと思う」と話した。
今回のイベントを企画
した中本佳宏さん（生資科１年）は「ここで共有した多種多様なアイデアが別のアイデアの創出につながっていってほしい。今後もイベントを通じて、 『つくばらしさ』 世界に広めた 」と語った。
つくばからアイデア 発信
「実際の映像があり、興味湧いた。もっと深い話も聞きたくなった」 話した。
資料について語る綿抜教授
テーマは
筑波協奏
　
10月６─８日に開催された学園祭。６日と７日はあいにくの雨だったが、恒例
院生プレゼンバトルやバイオｅカフェ、芸術祭などのほか、初の試みである
Ｔ
ＥＤｘＴＳＵＫＵＢＡなどに、多数の来場者が訪れた。各イベントの熱気を、本紙記者が取材した。
（関連記事は１面、関連写真は
12面）
◆筑波ビブリオバトル　
おすすめの本を紹介し合
う企画「ルｉｎ雙峰祭２０１２」が
10月６日、中央図書館集会
室にて行われた。当初はＵＮＩＴＥＤステージで行われる予定だったが、降雨により、場所を変え時間を遅らせての開催とな 。　
ビブリオバトルとは、発
　
さまざまな野菜が顔を
そろえる一の矢共用棟前の畑。色とりどりの花が美しい平砂共用棟前の花壇。本学生なら１度は目にしたことがあるだろう。これらがあるのは、園芸クラブのおかげだ。　
設立のきっかけは、か
つて、野菜を安くたくさん食べたいという学生がいたから。設立当初は、平砂に当時あった畑だけで野菜を育てていたう。　
毎週土曜日の昼過ぎ。
一の矢共用棟の前 メンバーが集合し、水をまいたり、花を植えたり、草刈りをしたりして、１
時間ほど活動する。自分のペースで休憩を取ることができ、のんびり活動できるのが園芸クラブの特徴。作業に集まるのは、
筑 波 大 学 新 聞  第303 号（11） 学生生活 2012 年（平成 24 年）10 月 22 日（月）
第 38回学園祭
雨に負けず、熱気に包まれた 3日間
園芸クラブ
◆海洋研究会
　
　
海洋研究会による「つく
ばアクアマリン水族館」が１Ｂ棟２０２で開かれた。　
今回展示さ
れた熱帯魚は後日海に返すという条件で、海洋研究会が直接海で捕まえたもの。ハナミノカサゴ、ハタタテダイなど
10種類以上の
熱帯魚が展示され、学内外から多くの来場者が訪れた。水族館 出口には好きな魚の名前にシールをはるポスターがあり、一番人気があった魚はハコフグだった。　
それぞれの熱帯魚の特徴
セレモニーは、斬桐舞によるソーラン節で幕を開けた。他にも、天久保オール
◆松美記念
社会学類の学生が主催
する「松美記念」が７日に開催された。本学第一エリアにある池の中をさまざまな趣向をこらして走り、その着順 競うイベントだ。１年生による新人戦と２、 ３年生を中心とする本戦の２つ レースがある。
新人戦の選手は白
いＴシャツにそれぞれのツイッターのアカウント名を書いて池の中を走った。２年生を中心に
選手が構成された本戦では、学生が現在話題になっている有名人にふんして登
場。観客の歓声を浴びた。ボートに乗ったり２人３脚をして走るなどさまざまなハンデがあり、会場の雰囲気を熱くした。
代表の矢尾板俊平
さん（社学３年）は「出走馬から裏方まで学年や性別を問わずにたくさんの人がこの企画に協力してくれた。どうもありが
とうございました」と感謝を述べた。
について丁寧な解説も行われ、雙峰祭グランプリでは最優秀賞を受賞した。　
つくば市から会場に子
供と訪れた明石秀美さんは「見たことのな
い魚を見ることができてよかった。子供もこの魚が欲しいと うくらい喜んでいた」と語
表者が持ち時間５分の中で１冊の本を紹介し、聴衆が最も読みたくなった本を投票する書評合戦。　
今回のバトルでは、４ブ
ロック
16人の予選を勝ち抜
いた４人の学生が発表。それぞれが本のあらすじやおすすめの読み方、 んだことなどを口頭で伝え、聴衆を本の世界へと引き込んだ。質問も飛び交い、白熱したバトルの末、ユーモアのある語りで平沢進著の「ＳＰ―２」を紹介した、萬木俊哉さん（比文４年）が優勝した。　
萬木さんは、
10月
21日に
東京都内で行われる全国大会「ビブリオバトル首都決戦２０１２」に、茨城県地区代表として出場する。
（関
連写真は
12面）
◆後夜祭　
８日に石の広場で後夜祭
が行われた。オープニング
◆芸術祭
芸術専門学群と大学院
芸術専攻の学生が主催する「芸術祭」が体芸エリアで開催された。
今年のテーマは「デパー
ト」 。芸術祭実行委員会委員長を店長とし、作品販売や似顔絵作成などを行った。
このうち芸術祭メイ
ン企画「しりとりワークショップ」では、来場者にしりとりを依頼 紙に言葉
10種類以上の魚を展示
や文章 書いてもらい、その紙を連ね掲示することで、 教室そのものを「作品」とした。
副店長こと芸術祭実行
委員会副委員長の大脇聡史さん（芸専２年）は「１日目の来場者も３日目の来場者も楽しめる企画を心がけた。特に参加型の企画は訪れた人々がつなが 楽しいイベントになったと思う」と話した。
ステージの演技に見入る来場者
◆子ども劇
　
　
学園祭実行委員会とジャ
グリングサークルＳｈｅｅｐによる子ども劇が７日、松美池ステージで行われた。午前中まで雨天だったため客席も濡れていたが、防水シートを観客に配布。多くの親子連れが訪 た。同企画は、６日が雨天によ
り中止になったため７日だけの単日開催となった。　
ストーリーはなまけもの
の主人公が、修行をして悪者の魔王に打ち勝つという内容。客席の子供たちがステージに上がって主人公と共に修行をする一幕もあり、子供たちは約
40分間の
劇を楽しんだ。
　
ステージに上がった男の
子は「最後にヒーローが
いつも
10人ほどだとい
う。好きな時に来て作業できるのもこのサークルの特徴だ　
収穫した野菜は、部員
宅で調理し、みんなで食べる。最近はかぼちゃを収穫し、パンプキンパウンドケーキを作った。 「収穫した野菜をみんなで食べるのが１番楽しい」 と、代表の山宮大幹さん（生物３年）は、楽しそうに話す。 今年の学園祭でも、かぼちゃやサツマイモで作ったパウンドケーキなどを販売したという。
　
山宮さんは「自分で
作った野菜を食べることができるのが１番の魅力」と語る。春夏秋冬。季節ご にさまざまなものを植える。育てている主な野菜は、 トマト、 キャベツ、玉ねぎ、サツ イモなど。花は、パンジーやコスモスなど。育てる野菜 花は、土曜日のミーティングのときに決める。　
もちろん苦労もある。
ときには猫などの動物に荒らされ、畑の作物が台なしになることも さら
に、毎年、一の矢の畑の近くにある桃約１５０個が、誰かに盗まれ続けている。取られた跡から動物ではなく、人が道具を使って勝手に収穫しているという。 「大切に育てた桃。やめ 欲しい」というのは部員一同の思いだ。　
彼らの活動は、畑や花
壇の中 けにとどまらない。夏には、採れた野菜でバーベキューをし、冬には、クリスマスパーティをするなどと、とてもバラエティに富んでいる。また、
10月末には、
育てたかぼちゃ 、ハロウィンパーティー 行う予定だ。　
活動は、毎週水曜日と
土曜日。部員数は
20人ほ
ど。水曜日は、
18時
15分
から土曜日の活動内容などを話し合う。少しでも野菜や花に興味があれば、園芸の知識が身に付く園芸クラブのミーティングに一度顔を出してみてはいかがだろうか。
（小
串尚也＝情報メディア創成学類）
スターバンドや筑波大学応援部ＷＩＮＳなどが参加し、会場は熱気に包まれた。続いて、 「ＩＭＡＧＮＥ
　
ＴＨＥ
　
ＦＵＴＵＲＥ〜未来を想え」の合唱なども行われた。　
恒例の雙峰祭グラン
プリでは、海洋研究会の「アクアマリン筑波水族館」がグランプリを勝ち取った。副賞として、富士急ハイランドペア２日間が贈られた。また、アカデミー賞に
子供と共に を楽しむ
聴衆を本の世界へ引き込む
松美池の中を爆走
テーマは「デ ト」
熱帯魚の説明をするメンバー
ライブアートを披露する学生
勝って面白かった。なまけものになりたくないと思った」と話した。　
ヒーローを演じた小林篤
史さん（心理１年）は「６日の公演が中止になって残念だったが、１日だけでもやれてよかった。子供の笑顔も見ることができて、本当に楽しかった」と笑顔で語った。
はつくバグの「大昆虫博〜
日本の虫大集合〜」 が、ベストセラー賞にはのうりんむら 「のうりんむら」が、グッドパフォーマンス賞には筑波大学マジシャンズクラブの「テー ブルマジックショー」がそれぞれ輝いた。　
筑波お笑いライブ
２０１２では、お笑い芸人のラブレターズとキングオブコメディが会場を笑いで埋め尽く
した。学園祭の最後を飾る収穫した野菜を皆で楽しむ
後夜祭で打ち上げられた花火
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パラリンピックで堂々の行進
集中力武器に世界で戦う
ロンドンパラリピック 50 ㍍自由形 ４位入賞
山田 拓朗 さん（体専３年）
プールを背に静かな微笑みを浮かべる山田選手
る。この感覚が気持ちいいし、緊張している方がいい記録が出る」と語る。
13歳という当時最年少の若さでアテネ
パラリンピックに出場してから、今回で３度目。泳いでいる時は歓声も耳に入らない。目の前のレースへの集中力こそ、彼の真骨頂だ。　
水泳を始めたのは３歳の頃。水嫌い
を心配した両親が、水に落ちた時に自分の命は守れるようにと、スイミングスクールに通わせたの きっかけ めきめきと頭角を現し 小学校入学前にクロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの全てを泳げるようになった。　
パラリンピックを意識したのは、
シドニーパラリンピックの競泳男子１００㍍背泳ぎで金メダルを獲得 た酒井善和選手にメダル 見せてもらったことがきっかけ。 「いつか自分も」という気持ちが生まれた。２００６年の世界選手権で銅メダルを獲得した時に、パラリンピックでのメダル獲得への思いは一層強くなった。
秋風の中、学内を駆け抜ける参加者
オリエンテーリング大会開催
５面へ
多くの観客が訪れ、会場は明るい青に染まった
男子関東バスケリーグ戦
８面へ
学園祭のビブリオバトルで本を紹介するプレゼンター
ビブリオバトル決勝戦
11 面へ
学園祭が行われ、約３万人が訪れた
第 38 回学園祭「筑波協奏」
10・11面へ
　
気温の上下が激しい今
日この頃、 編集期間中は、アナウンサー・Ｉ、草加の町娘・Ｎが風邪に倒れました。そんな中 突如聞こえるＦ先生の大爆笑。何事かと思えば、手にはブルーバードＫ 癒し系記事が。つられてアウトドアボーイＨまで爆笑し始める始末で、どんよりした編集室の雰囲気がからっと明るいものになりました。 ????
　
学園祭２日目、Ｈと共
に憧れの？ゲイバーに赴きました。濃厚なゲイたちに歓迎さ 、Ｈも私も至福のひと時をすごしました。他 も今まで紙面で紹介してきたサークルの発表や展示を見かけ、ついつい声をかけてみたくなりました。　
さて、今月号のフォト
ギャラリーは「秋特集」ということで食べ物、読書、スポーツでお送りております。Ｍのセンスが光るミニ特集は必見です！
（編集長＝松本果奈）
次号は
12月
3日（月）発行予定です
　「スタジアムに入った瞬間、鳥肌が立った。いよいよパラリンピックが始まるんだと感じた」 。そう語るのは山田拓朗（体専３年）さん。８月のロン
　
サポート役を任されたのは大会前
日。旗手の木村選手が同じ水泳競技であることから白羽の矢が立った。全盲の彼の背中に立ち、声で案内をしながら堂々の行進。大舞台にも関わらず緊張した様子を見せず、会場 雰囲気むしろ楽しんでいた 日本選手団「顔」を見事に務めた。　
山田選手は左腕を持たない。左先天
性前腕亡失のために生まれつき左腕のひじから先が無く、泳ぐときは右腕を中心に身体全体を使う。 「左手があるという感覚を僕は知らない」と話す一方で、 「自分が活躍することで障害者スポーツの発展や振興に貢献していきたい」と語る。 身の障害とも静かに向き合う、冷静で落ち着いた雰囲気が漂う選手だ。　
それでも試合前は緊張し、プレッ
シャーを感じることもあ という。しかしその緊張が彼の調子を引き上げる。 「緊張すると身体が固まる感じ。何もせずとも熱くなって汗が湧いてく
　
本学に進学し、水泳部に入ったこと
で環境は大きく変わった。水泳部の活動は選手主体で、他選手の頑張りやアドバイスが何よりの刺激になる 「何か大きなことを成し遂げるためには変化が大切。新しい環境 何かにチャレンジするといい。新しい発見がそこにあるかもしれない」 。他選手は全員健常者だが、周囲 の差を感じたことは無いという。む ろ「障害を持った選手を見てい と 大き 可能性や、限界の無さを感じさせられる」と語る。来年の世界選手権、その先のリオパラリンピックに向け、 今日 練習に励む　
今回は惜しくもメダルを逃した。だ
が、パラリンピックでのメダル獲得という目標は続く。練習がつらくても思ったような結果が出なくても メダル獲得への思いが彼を支える。 「パラリンピックでメダルを取るという思いだけは、絶対に叶えたい」 静か 燃える闘志が、彼の胸には宿っている。（原啓一郎＝社会学類）
ドンパラリンピック開会式で旗手の木村敬一選手（平成
20年度附属視覚特別
支援学校卒）のサポート役を務め、自身も
50㍍自由形で４位に入賞した。
